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黄
檗
希
運
と
南
泉
普
願

小　
　

川　
　

太　
　

龍

は　

じ　

め　

に

　

黄
檗
希
運
（
？
～
八
五
〇
頃
）
は
臨
済
義
玄
（
？
～
八
六
六
）
の
師
と
し
て
、
南
泉
普
願
（
七
四
八
～
八
三
四
）
は
趙
州
従
諗

（
七
七
八
～
八
九
七
）
の
師
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
禅
宗
史
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
黄
檗
は
『
伝
心
法
要
』『
宛
陵
録
』
を
、

南
泉
は
『
南
泉
語
要
』
を
残
し
た
。
彼
ら
の
思
想
は
そ
れ
だ
け
で
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
傑
出
し
た
弟
子
を
輩
出
し
た
事

も
頷
け
る
。

　

こ
れ
ま
で
黄
檗
に
つ
い
て
為
さ
れ
て
き
た
研
究
は
、
主
に
『
伝
心
法
要
』
に
お
け
る
思
想
に
つ
い
て
で
あ
る
。
他
に
は
、
師

で
あ
る
百
丈
懐
海
（
七
四
九
～
八
一
四
）、『
伝
心
法
要
』
の
筆
録
者
で
あ
る
裴
休
（
七
九
七
～
八
七
〇
）
と
の
関
係
に
言
及
さ
れ

る
程
度
で
あ
っ
た（

（
（

。
ま
た
、
南
泉
に
つ
い
て
も
「
異
類
中
行
」「
南
泉
斬
猫
」
と
い
っ
た
南
泉
自
身
の
思
想
か
ら
考
察
さ
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る（

（
（

。
黄
檗
、
南
泉
共
に
、
彼
ら
の
思
想
内
容
が
考
察
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
思
想
か
ら
離
れ
、

伝
記
史
料
等
か
ら
彼
ら
の
評
価
そ
の
も
の
に
考
察
を
加
え
た
先
行
研
究
は
少
な
い
。
そ
し
て
、
当
然
両
者
の
関
係
性
を
考
察
し

た
も
の
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
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黄
檗
は
百
丈
に
嗣
ぎ
、
南
泉
は
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
～
七
八
八
）
に
嗣
い
だ
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
疑
う
余
地
の
な
い
こ
と
と

さ
れ
る
。
ま
た
、
同
時
代
史
料
に
黄
檗
と
南
泉
の
関
係
を
言
及
し
た
も
の
は
な
い
。
故
に
、
黄
檗
と
南
泉
に
機
縁
の
話
が
あ
る

も
の
の
、
両
者
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
る
意
義
は
特
に
見
出
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
黄
檗
の
伝
記
は
不
明
な
点
が
多
く
、
師
で
あ
る
百
丈
と
の
嗣
法
関
係
も
時
代
の
要
請
を
受
け
て
改
変
が
加
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
る（

（
（

。
ま
た
、『
伝
心
法
要
』
裴
休
序
に
お
い
て
黄
檗
の
嗣
法
に
つ
い
て
、「
百
丈
之
子
」
と
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
、

「
西
堂
百
丈
之
法
姪
」
と
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
も
違
和
感
を
覚
え
る（

（
（

。

　

南
泉
に
つ
い
て
も
、
灯
史
に
お
け
る
評
価
は
変
化
し
て
い
る
。
馬
祖
下
で
二
大
士
と
呼
ば
れ
、
筆
頭
と
さ
れ
た
西
堂
智
蔵

（
七
三
五
～
八
一
四
）
と
百
丈
に
、
後
に
南
泉
が
加
え
ら
れ
て
三
大
士
角
立
の
話
が
作
ら
れ
る（

（
（

。
ま
た
、
柳
田
氏
は
「『
祖
堂

集
』『
伝
灯
録
』
以
降
、
南
泉
の
評
価
は
高
ま
る
」
と
指
摘
す
る（

（
（

。

　

そ
の
評
価
の
変
化
す
る
両
者
に
、
多
く
の
機
縁
の
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
黄
檗
と
師
で
あ
る
百
丈
と
の
機
縁
の
話
は
合
計
で

五
つ
で
あ
り
、
南
泉
が
六
つ
で
あ
る
。
数
に
固
執
す
る
必
要
は
な
い
が
、
検
討
の
価
値
は
十
分
に
あ
る
。

　

本
稿
で
は
以
上
の
問
題
点
か
ら
、
黄
檗
、
南
泉
の
灯
史
に
お
け
る
関
係
性
の
変
遷
を
考
察
し
、
現
在
常
と
さ
れ
て
い
る
評
価

を
再
検
討
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
黄
檗
と
南
泉
を
よ
り
理
解
す
る
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。

黄
檗
と
南
泉
の
足
跡

　

ま
ず
、
黄
檗
と
南
泉
の
足
跡
を
そ
れ
ぞ
れ
概
略
す
る
。

　

南
泉
は
、
各
史
伝
を
通
じ
鄭
州
新
鄭
（
河
南
省
鄭
州
市
新
鄭
市
）
に
出
生
し
た
と
記
さ
れ
る
。
生
年
は
、
一
般
的
に
と
ら
れ
る

寂
年
か
ら
逆
算
し
て
天
宝
七
年
（
七
四
八
）
と
な
る
。
姓
は
王
氏
で
あ
り
、
後
に
自
ら
「
王
老
師
」
と
称
し
た
。
至
徳
二
年
（
七
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五
七
）
に
河
南
省
鄭
州
市
新
密
市
東
南
、
新
鄭
市
西
南
に
あ
る
大
隗
山（

（
（

の
大
慧
禅
師
（
生
没
年
未
詳
）
に
就
き
受
業
す
る
。
故
に
、

数
え
十
に
し
て
受
業
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
大
暦
一
二
年
（
七
七
七
）
三
十
に
し
て
、
嵩
山
会
善
寺
の
暠
律
師
（
生
没

年
未
詳
）
に
就
き
具
足
戒
を
受
け
る（

（
（

。『
祖
堂
集
』
以
外
の
諸
本
で
は
、
初
め
『
四
部
律
疏
』
一
〇
巻
に
よ
り
戒
律
を
修
め
て
後
、

『
楞
伽
経
』『
華
厳
経
』、「
中
百
門
観
」（『
中
論
』『
百
論
』『
十
二
門
論
』
を
中
心
と
す
る
三
論
の
玄
義
）
を
窮
め
た
と
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
経
論
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
玄
妙
な
真
理
は
得
ら
れ
な
い
と
し（

（
（

、
江
西
の
馬
祖
下
に
参
じ
る
。
馬
祖
は
大
暦
四
年

（
七
六
九
）
に
は
鍾
陵
の
開
元
寺（
（（
（

（
江
西
省
南
昌
市
新
建
県
）
に
住
し
て
い
た
と
さ
れ
る
の
で
、
そ
こ
に
参
じ
た
事
に
な
る
。
南

泉
は
馬
祖
下
で
初
め
て
玄
旨
を
得
る
事
と
な
る
。

　

そ
こ
で
南
泉
は
、
同
参
の
帰
宗
智
常
（
生
没
年
未
詳
）
と
馬
が
合
い
、
共
に
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る（
（（
（

。
南
泉
は
、

た
だ
馬
祖
の
下
で
過
ご
し
た
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
禅
僧
が
皆
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
道
を
求
め
て
行
脚
を
行
う（
（（
（

。

　

そ
の
後
、
南
泉
は
貞
元
十
一
年
（
七
九
五
）、
四
十
八
歳
に
し
て
池
陽
南
泉
山
（
安
徽
省
池
州
市
貴
池
区
）
に
錫
杖
を
留
め
、
自

ら
禅
宇
を
構
え
て
住
山
す
る（
（（
（

。
以
降
三
十
年
間
、
南
泉
山
を
下
ら
ず
に
弘
法
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
池
陽
の
前
太
守
で
あ

り
、
宣
歙
観
察
使
と
し
て
赴
任
し
た
陸
亘（
（（
（

（
七
六
四
～
八
三
四
）
が
、
太
和
の
初
め
（
八
二
七
～
）、
南
泉
山
を
下
ら
し
め
て
弟

子
の
礼
を
と
り
、
こ
れ
に
よ
り
南
泉
山
は
大
い
に
盛
況
し
た
と
い
う
。
陸
亘
が
宣
州
に
移
っ
た
の
は
、『
唐
方
鎮
年
表
』
巻
五

に
は
太
和
七
年
（
八
三
三
）
閏
七
月
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
次
の
年
、
太
和
八
年
（
八
三
四
）
十
月
二
十
一
日
に
疾
を
示
し（
（（
（

、
十

二
月
二
十
五
日
の
暁
に
遷
化
し
た
と
い
う（
（（
（

。
八
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

　

次
に
黄
檗
の
生
涯
を
概
略
す
る
。
黄
檗
の
出
自
は
、
各
史
伝
を
通
じ
閩
県
（
福
建
省
福
州
市
閩
侯
県
）
の
出
身
で
あ
る
。
そ
の

俗
名
に
つ
い
て
は
全
て
の
伝
記
資
料
は
逸
し
て
お
り
、
年
寿
も
全
て
の
資
料
は
欠
い
て
い
る
の
で
生
年
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
。
し
か
し
、
百
丈
の
下
で
共
に
道
を
求
め
、
同
時
代
に
活
躍
し
た
潙
山
霊
祐
と
仮
に
同
年
輩
と
す
れ
ば
、
潙
山
霊

祐
の
生
年
は
大
暦
六
年
（
七
七
一
）
で
あ
る
の
で
、
こ
の
頃
と
も
考
え
ら
れ
る（
（（
（

。
幼
く
し
て
本
州
、
即
ち
郷
里
の
福
州
黄
檗
山（
（（
（
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で
出
家
す
る
。『
宋
高
僧
伝
』
巻
二
〇
に
は
「
年
及
就
傅
郷
校
推
其
慧
利
。
乃
割
愛
投
高
安
黄
檗
山
寺
出
家
（
年
、
就
傅
に
及
ん

で
郷
校
其
の
慧
利
を
推
す
。
乃
ち
愛
を
割
き
高
安
の
黄
檗
山
寺
に
投
じ
出
家
す
）」（T

. 50, 842b

）
と
あ
る
。「
就
傅
」
は
『
礼
記
』
内
則

に
「
十
年
、
出
就
外
傅
、
居
宿
於
外
、
学
書
計
（
十
年
に
し
て
、
出
で
て
外
傅
に
就
き
、
外
に
居
宿
し
て
書
計
を
学
ぶ
）」
と
あ
る
の

で
、『
宋
高
僧
伝
』
の
説
を
と
れ
ば
十
歳
と
い
う
事
に
な
る
だ
ろ
う
。
黄
檗
の
出
家
し
た
福
州
黄
檗
山
と
は
、
周
知
の
と
お
り
、

後
代
に
隠
元
隆
琦
（
一
五
九
二
～
一
六
七
三
）
が
住
し
た
黄
檗
山
万
福
寺
で
あ
る
。

　

黄
檗
の
体
躯
は
堂
々
た
る
も
の
で
、
身
長
は
七
尺
あ
っ
た
と
各
史
伝
は
伝
え
て
お
り
、
額
に
は
肉
珠
が
あ
っ
た
と
い
う
。
黄

檗
が
福
州
黄
檗
山
を
後
に
し
た
の
は
何
時
の
こ
と
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
福
州
黄
檗
山
を
出
で
天
台
に
登
り
、
後
に
都
、
即
ち

長
安
に
遊
び
、
そ
こ
で
乞
食
行
中
に
出
会
っ
た
老
婆
か
ら
百
丈
の
こ
と
を
聞
き
、
百
丈
に
参
じ
る
機
と
な
っ
た
と
さ
れ
る（
（（
（

。

『
祖
堂
集
』
の
み
に
こ
の
老
婆
は
、
南
陽
慧
忠
に
礼
し
た
と
記
す（
（（
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
百
丈
山
（
江
西
省
宜
春
市
奉
新
県
）
の
百
丈

に
参
じ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
黄
檗
は
百
丈
の
下
で
大
悟
を
得
る
。

　

ま
た
、
黄
檗
の
行
脚
の
姿
も
残
さ
れ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、
黄
檗
が
参
じ
た
の
は
百
丈
、
南
泉
、
塩
官
で
あ
る（
（（
（

。
先
述
の

通
り
百
丈
と
の
機
縁
の
話
は
合
計
で
五
つ
、
南
泉
が
六
つ
、
塩
官
が
二
つ
で
あ
る
。
こ
の
黄
檗
と
南
泉
の
機
縁
に
つ
い
て
は
本

稿
の
中
心
課
題
と
し
て
次
節
以
降
考
察
を
加
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
も
月
日
は
特
定
で
き
な
い
が
、
黄
檗
は
後
、
南
昌
府
高
安

（
江
西
省
宜
春
市
宜
豊
県
）
の
黄
檗
山（
（（
（

に
住
山
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
裴
休
と
の
出
会
い（
（（
（

を
経
て
会
昌
（
八
四
一
～
八
四

六
）
の
廃
仏
に
遭
い
、
弟
子
の
千
頃
楚
南
（
八
一
三
～
八
八
八
）
と
林
谷
に
逃
れ
た
と
さ
れ
る（
（（
（

。
そ
し
て
大
中
二
年
（
八
四
八
）

に
裴
休
に
再
び
請
わ
れ
宛
陵
の
開
元
寺
に
招
来
さ
れ
た
と
い
う（
（（
（

。
逃
れ
て
い
た
場
所
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
為
、
特
定
が
出
来

な
い
。
会
昌
の
廃
仏
を
迎
え
た
鍾
陵
近
郊
か
、
そ
れ
と
も
宛
陵
辺
で
あ
ろ
う
か
。

　

最
後
は
本
山
と
あ
る
の
で
黄
檗
山
に
戻
っ
た
と
さ
れ
る（
（（
（

。
寂
年
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り（
（（
（

、
現
段
階
で
は
ど
れ
も
仮
説
の
域

を
出
な
い
。
よ
っ
て
、
黄
檗
の
示
寂
は
大
中
年
間
（
八
四
七
～
八
五
九
）
で
あ
り
、
裴
休
の
序
に
信
を
置
く
な
ら
ば
大
中
二
年
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（
八
四
八
）
以
降
と
な
る
。

黄
檗
と
南
泉
の
機
縁

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
黄
檗
と
南
泉
の
間
に
は
合
計
六
つ
の
機
縁
の
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
直
接
の
対
話
は
無
い
が
、

伝
聞
し
た
黄
檗
の
話
に
南
泉
が
評
唱
す
る
と
い
う
話
、
馬
頭
峯
神
蔵
（
生
没
年
未
詳
）
の
上
堂
に
南
泉
が
著
語
し
、
そ
れ
を
黄

檗
が
評
す
る
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
黄
檗
と
南
泉
の
機
縁
の
話
は
、
管
見
の
限
り
『
伝
灯
録
』
ま
で
で
全
て
出
揃
う
。
後
代
に

お
い
て
機
縁
の
話
を
挙
似
し
た
者
の
著
語
、
評
唱
等
が
付
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
主
た
る
機
縁
部
分
は
『
五
灯
会
元
』
ま
で

で
字
句
も
固
定
化
さ
れ
る
。
故
に
、
本
稿
で
扱
う
資
料
は
『
五
灯
会
元
』
迄
と
す
る
。
以
下
に
機
縁
の
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る

資
料
を
挙
げ
、
巻
数
の
後
ろ
に
本
稿
で
考
察
す
る
順
に
①
～
⑥
ま
で
番
号
を
打
つ
。
著
語
・
評
唱
が
あ
る
も
の
は
白
抜
き
に
す

る
。（
著
語
・
評
唱
が
付
さ
れ
る
も
の
で
前
出
と
異
な
る
も
の
は
斜
体
の
白
抜
き
と
す
る
。）

　
　

九
五
二
年
（
広
順
二
） 

『
祖
堂
集
』 
〈
十
六
〉
南
泉
章
❶
②
③
⑤
❹

　

一
〇
〇
四
年
（
景
徳
元
） 

『
景
徳
伝
灯
録
』 
〈
八
〉　

南
泉
章
③
⑤
②　

〈
九
〉
黄
檗
章
④
⑥
①

　

一
〇
三
六
年
（
景
祐
三
） 

『
天
聖
広
灯
録
』 

〈
八
〉　

黄
檗
章
③
①
❷
④

　

一
〇
八
五
年
（
元
豊
八
、
序
）『
四
家
語
録
』 

〈
二
〉　

黄
檗
章
③
①
❷
④

　

一
一
三
三
年
（
紹
興
三
以
前
）『
宗
門
統
要
集
』 

〈
四
〉　

黄
檗
章
①
❸
❷
⑤
④

　

一
一
八
三
年
（
淳
熙
十
） 

『
宗
門
聯
灯
会
要
』〈
七
〉　

黄
檗
章
①
❸
❷
⑤
④

　

一
二
五
二
年
（
淳
祐
十
二
） 

『
五
灯
会
元
』 

〈
三
〉　

南
泉
章
③
⑤
②　

〈
四
〉
黄
檗
章
④
⑥
①
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以
上
に
列
挙
し
た
も
の
を
見
る
と
、
系
統
が
容
易
に
理
解
で
き
る
。『
祖
堂
集
』
の
み
が
単
独
で
あ
り
、
他
は
『
伝
灯
録
』

『
広
灯
録
』『
宗
門
統
要
』
に
編
纂
さ
れ
る
も
の
の
ど
れ
か
を
踏
襲
し
て
い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
以
下
に
黄
檗
と
南
泉
の
機
縁

に
考
察
を
加
え
る
。

一

　

『
祖
堂
集
』
巻
一
六
（59�5

～59�6

）
南
泉
章

師
問
黄
蘗
、
笠
子
太
小
生
。
黄
蘗
云
、
雖
然
小
、
三
千
大
千
世
界
揔マ
マ

在
裏
許
。
師
云
、
王
老
師
你
。
黄
蘗
無
對
。
後
有
人

擧
似
長
慶
。
長
慶
代
云
、
欺
敵
者
亡
。
保
福
代
曰
、
洎
不
到
和
尚
此
間
。

師
、
黄
蘗
に
問
う
、「
笠
子
太
だ
小ち

生い

さ
し
」。
黄
蘗
云
く
、「
小
な
り
と
雖い
え
ど然
も
、
三
千
大
千
世
界
、

（
揔す
べ

）
て
裏
許
に
在
り
」。
師

云
く
、「
王
老
師
你は

」。
黄
蘗
無
対
。
後
に
人
有
り
て
長
慶
に
挙
似
す
。
長
慶
代
わ
っ
て
云
く
、「
敵
を
欺あ
な
ど

る
者
は
亡
ず
」。
保
福
代
わ

っ
て
曰
く
、「 

洎あ
や
う

く
和
尚
が
此
間
に
到
ら
ざ
ら
ん
と
す
」。

　

『
伝
灯
録
』
巻
九
（137a

）
黄
檗
章

師
辭
南
泉
、
門
送
提
起
師
笠
子
云
、
長
老
身
材
勿
量
大
、
笠
子
太
小
生
。
師
云
、
雖
然
如
此
、
大
千
世
界
揔
在
裏
許
。
南

泉
云
、
王
老
師

。
師
便
戴
笠
子
而
去
。

師
、
南
泉
を
辞
す
る
に
、
門
送
し
師
の
笠
子
を
提
起
し
て
云
く
、「
長
老
の
身
材
、
勿
量
大
な
る
に
、
笠
子
太
だ
小
生
さ
し
」。
師
云
く
、

「
此
の
如
く
な
り
と
雖
然
も
、
大
千
世
界
は
揔す
べ

て
裏
許
に
在
り
」。
南
泉
云
く
、「
王
老
師
■は

」。
師
便
ち
笠
子
を
戴か
ぶ

り
て
去
く
。

　

『
広
灯
録
』
巻
八
（411b

）
黄
檗
章
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師
一
日
出
次
、
南
泉
云
、
如
許
大
身
材
、
戴
箇
些
子
大
笠
。
師
云
、
三
千
大
千
世
界
揔
在
裏
許
。
南
泉
云
、
王
老
師

。

師
戴
笠
便
行
。

師
、
一
日
出
で
る
次
い
で
、
南
泉
云
く
、「
許か
く

の
如
き
大
身
材
な
る
に
、
箇
の
些
子
の
大
笠
を
戴
る
」。
師
云
く
、「
三
千
大
千
世
界
は

揔
て
裏
許
に
在
り
」。
南
泉
云
く
、「
王
老
師
■は

」。
師
笠
を
戴
り
て
便
ち
行
く
。

　

こ
れ
は
、
黄
檗
の
堂
々
た
る
体
躯
と
笠
の
小
さ
さ
を
対
比
し
た
、
全
て
の
資
料
に
記
載
さ
れ
る
話
で
あ
る
。
右
に
は
、『
祖

堂
集
』『
伝
灯
録
』『
広
灯
録
』
に
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
る
話
を
挙
げ
た
。
他
の
資
料
に
収
録
の
も
の
は
、『
伝
灯
録
』
も
し
く

は
、『
広
灯
録
』
の
も
の
に
準
じ
て
い
る
。
内
容
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
厳
密
に
は
三
つ
の
違
っ
た
立
場
が
取
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
『
祖
堂
集
』
に
収
め
ら
れ
る
話
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、『
祖
堂
集
』
の
話
に
の
み
長
慶
慧
稜
（
八
五
四
～
九
三
二
）・
保

福
従
展
（
？
～
九
二
九
）
の
著
語
が
付
さ
れ
る
。
こ
の
著
語
は
、
南
泉
と
黄
檗
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
長
慶
の
著
語
「
欺
敵

者
亡
」
は
、『
伝
灯
録
』
巻
一
一
霊
樹
如
敏
章
に
記
さ
れ
る
如
敏
と
尼
と
の
話
に
付
さ
れ
る
保
福
の
著
語
と
同
じ
で
あ
る（
（（
（

。
ま

た
、
保
福
の
著
語
「
洎
不
到
和
尚
此
間
」
は
、『
祖
堂
集
』
巻
一
一
保
福
章
、
同
巻
一
五
東
寺
章
で
、
東
寺
と
南
泉
の
話
に
付

さ
れ
る
保
福
の
著
語
と
同
じ
で
あ
る（
（（
（

。
ま
た
、『
伝
灯
録
』
以
降
、
慧
忠
章
に
も
慧
忠
と
南
泉
の
話
と
し
て
、
先
の
東
寺
と
南

泉
の
商
量
と
全
く
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
、
保
福
に
よ
り
「
幾
不
到
和
尚
此
間
」
と
、
ほ
ぼ
同
じ
著
語
が
な
さ
れ
る（
（（
（

。
こ
れ
ら
の

著
語
は
、
使
用
さ
れ
る
場
面
は
当
然
違
う
が
、
共
通
す
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
返
者
が
「
無
対
」
と
い
う
様
に
、
答
を
発
し

な
い
時
に
代
わ
っ
て
付
さ
れ
る
著
語
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
祖
堂
集
』
以
外
の
こ
の
話
に
著
語
が
付
け
ら
れ
な
い

理
由
の
一
つ
と
し
て
、
黄
檗
が
「
無
対
」
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

『
祖
堂
集
』
以
外
の
資
料
に
お
い
て
、
黄
檗
は
南
泉
の
「
わ
し
（
王
老
師
）
は
ど
う
か
」
と
い
う
問
い
に
、
笠
を
戴
り
行
く
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の
で
あ
る
。
最
後
の
こ
の
は
た
ら
き
が
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
黄
檗
の
姿
は
全
く
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

『
祖
堂
集
』
の
み
、
黄
檗
の
偉
丈
夫
で
あ
る
姿
が
描
か
れ
て
い
な
い（
（（
（

。
他
の
資
料
に
お
い
て
は
、「
長
老
身
材
勿
量
大
」「
如
許

大
身
材
」
と
い
う
様
に
、
黄
檗
の
堂
々
た
る
身
長
を
云
い
、
笠
の
小
さ
さ
を
際
立
た
せ
る（
（（
（

。

　

次
に
、
こ
の
問
答
が
何
時
為
さ
れ
た
か
と
い
う
点
で
、
立
場
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。『
祖
堂
集
』
に
は
何
の
記
述
も
な
い
。

『
広
灯
録
』
等
で
も
、「
師
一
日
出
次
」
と
さ
れ
る
の
み
で
、
こ
の
話
が
何
時
為
さ
れ
た
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

『
伝
灯
録
』
等
で
は
、「
師
辞
南
泉
、
門
送
提
起
師
笠
子
云
」
と
、
南
泉
を
辞
去
す
る
時
の
逸
話
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

南
泉
と
黄
檗
の
数
あ
る
機
縁
の
最
後
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
こ
の
話
は
三
つ
の
違
っ
た
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
。
一
つ
に
は
、『
祖
堂

集
』
に
表
さ
れ
る
、
ま
だ
修
行
の
道
程
に
あ
る
黄
檗
の
姿
で
あ
る
。『
祖
堂
集
』
で
は
、
黄
檗
は
堂
々
た
る
体
躯
で
あ
る
こ
と

も
描
か
れ
ず
、
南
泉
の
問
い
に
得
意
に
応
じ
る
も
、
重
ね
ら
れ
た
問
い
に
答
え
る
事
が
出
来
な
い
。
そ
の
よ
う
な
不
足
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
長
慶
、
保
福
が
著
語
を
為
す
の
で
あ
る
。

　

次
に
、『
伝
灯
録
』
等
に
表
さ
れ
る
南
泉
の
下
を
去
る
、
大
悟
徹
底
し
た
黄
檗
の
姿
で
あ
る
。
機
縁
中
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

南
泉
を
辞
す
る
時
の
南
泉
と
の
最
後
の
対
話
で
あ
る
。
南
泉
の
追
問
に
、
堂
々
た
る
偉
丈
夫
の
黄
檗
は
颯
爽
と
笠
を
被
り
去
り

行
く
、
と
い
う
行
動
に
よ
り
応
じ
る
。
い
か
に
も
作
家
の
弟
子
と
、
師
の
最
後
に
相
応
し
い
姿
で
あ
る
。

　

最
後
に
、『
広
灯
録
』
等
に
み
ら
れ
る
先
の
話
か
ら
修
飾
句
を
除
い
た
、
南
泉
下
で
の
あ
る
日
の
黄
檗
の
姿
で
あ
る
。
内
容

は
『
伝
灯
録
』
等
と
変
わ
ら
な
い
が
、
簡
素
な
表
現
で
記
さ
れ
て
お
り
、
劇
的
な
師
と
の
別
れ
の
日
で
は
な
く
、
師
と
弟
子
の

日
常
の
一
コ
マ
に
感
じ
ら
れ
る
。
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二

　

『
祖
堂
集
』
巻
一
六
（59�8

）
南
泉
章

師
問
黄
蘗
、
定
慧
等
學
明
見
佛
性
、
此
理
如
何
。
黄
蘗
云
、
不
依
一
物
。
師
云
、
莫
便
是
長
老
家
風
也
無
。
蘗
云
、
不
敢
。

師
云
、
漿
水
錢
則
且
置
、
草
鞋
錢
敎
阿
誰
還
。

師
黄
蘗
に
問
う
、「
定
慧
等
し
く
学
し
て
明
ら
か
に
仏
性
を
見
る
、
此
の
理
如
何
ん
」。
黄
蘗
云
く
、「
一
物
に
依
ら
ず
」。
師
云
く
、

「
便
ち
是
れ
長
老
が
家
風
な
る
こ
と
莫
し
や
」。
蘗
云
く
、「
不
敢
」。
師
云
く
、「
漿
水
銭
は
則
ち
且
く
置
く
、
草
鞋
銭
は
阿た

誰れ

を
し
て

か
還は
ら

わ
し
め
ん
」。

　

『
広
灯
録
』
巻
八
（411b

）
黄
檗
章

師
一
日
在
茶
堂
内
坐
。
南
泉
下
來
問
、
定
慧
等
學
明
見
佛
性
。
此
理
如
何
。
師
云
、
十
二
時
中
不
依
倚
一
物
。
泉
云
、
莫

便
是
長
老
見
處
磨マ
マ

。
師
云
、
不
敢
。
泉
云
、
漿
水
錢
且
置
、
草
鞋
錢
敎
什
磨マ
マ

人
還
。
師
便
休
。
潙
山
後
舉
此
因
縁
、
問
仰

山
、
莫
是
黃
檗
構
他
南
泉
不
得
磨マ
マ

。
仰
山
云
、
不
然
、
須
知
黃
檗
有
陷
虎
之
機
。
潙
山
云
子
見
處
、
得
與
磨マ
マ

長

師
一
日
、
茶
堂
の
内
に
在
っ
て
坐
る
。
南
泉
下
り
来
っ
て
問
う
、「
定
慧
等
し
く
学
し
て
明
ら
か
に
仏
性
を
見
る
。
此
の
理
如
何
ん
」。

師
云
く
、「
十
二
時
中
一
物
に
も
依
倚
せ
ず
」。
泉
云
く
、「
便
ち
是
れ
長
老
が
見
処
な
る
こ
と
莫
し
や
」。
師
云
く
、「
不
敢
」。
泉
云
く
、

「
漿
水
銭
は
且
く
置
く
、
草
鞋
銭
は
什い
ず
れ磨
の
人
を
し
て
還
わ
し
め
ん
」。
師
便
ち
休
す
。
潙
山
後
に
此
の
因
縁
を
舉
し
て
、
仰
山
に
問

う
、「
是
れ
黄
檗
の
他
の
南
泉
を
構
す
る
こ
と
得
ざ
る
こ
と
莫
し
や
」。
仰
山
云
く
、「
然
ら
ず
、
須
く
黄
檗
に
陥
虎
の
機
あ
る
こ
と
を

知
る
べ
し
」。
潙
山
云
く
、「 

子な
ん
じ

が
見
処
、
与
磨
に
長
ず
る
こ
と
を
得
た
り
」。

　

こ
の
話
も
本
稿
で
挙
げ
る
資
料
全
て
に
記
載
が
あ
り
、『
伝
灯
録
』
等
は
『
祖
堂
集
』
に
ほ
ぼ
準
じ
て
い
る
。
こ
の
話
は
、
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『
涅
槃
経
』
巻
二
八
「
師
子
吼
菩
薩
品
」（T

. 12, 79�2c

）「
諸
佛
世
尊
定
慧
等
故
、
明
見
佛
性
」
の
語
に
典
拠
が
あ
り
、『
六
祖

壇
経
』
定
慧
第
四
（T

. 48, 352c

）
で
も
次
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

師
示
衆
云
、
善
知
識
、
我
此
法
門
以
定
慧
為
本
。
大
衆
勿
迷
言
定
慧
別
。
定
慧
一
体
不
是
二
。
定
是
慧
体
、
慧
是
定
用
。

即
慧
之
時
定
在
慧
。
即
定
之
時
慧
在
定
。
若
識
此
義
即
是
定
慧
等
学
。

師
衆
に
示
し
て
云
く
、「
善
知
識
、
我
が
此
の
法
門
は
定
慧
を
以
っ
て
本
と
為
す
。
大
衆
は
迷
っ
て
定
慧
は
別
な
り
と
言
う
こ
と
勿
れ
。

定
慧
は
一
体
に
し
て
是
れ
二
な
ら
ず
。
定
は
是
れ
慧
の
体
に
し
て
、
慧
は
是
れ
定
の
用
な
り
。
即
慧
の
時
、
定
は
慧
に
在
り
て
、
即
定

の
時
、
慧
は
定
に
在
り
。
若
し
此
の
義
を
識
ら
ば
即
ち
是
れ
定
慧
等
し
く
学
す
る
な
り
」。

　

禅
定
と
智
慧
を
、
法
門
の
根
本
と
す
る
と
い
う
極
め
て
重
要
な
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
然
、
南
泉
、
黄
檗
の
み
な
ら
ず
、

当
時
の
禅
僧
達
も
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
問
答
を
為
し
て
い
る（
（（
（

。

　

こ
の
話
は
、『
広
灯
録
』
で
は
茶
堂
で
の
事
で
あ
っ
た
さ
れ
る
。
ま
た
『
広
灯
録
』
等
の
話
で
は
、
黄
檗
が
南
泉
の
語
を
打

ち
切
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
後
の
潙
仰
の
評
唱
が
付
さ
れ
る
。
こ
の
付
加
よ
り
、
こ
の
話
に
対
す
る
理
解
が
変
化
す
る
。
ま
た
、

『
宗
門
統
要
』
巻
四
（9�0b

）
黄
檗
章
等
で
は
潙
仰
の
語
の
後
に
、

保
福
展
云
、
若
無
潙
仰
、
埋
没
著
黄
檗
。
五
祖
戒
云
、
仰
山
大
似
爲
虵
畫
足
。

保
福
展
云
く
、「
若
し
潙
仰
無
く
ん
ば
、
黄
檗
を
埋
没
す
」。
五
祖
戒
云
く
、「
仰
山
大
い
に
虵
の
為
に
足
を
画
く
が
似ご
と

し
」。

と
い
う
よ
う
に
『
広
灯
録
』
等
の
立
場
を
受
け
、
保
福
と
戒
和
尚
の
著
語
が
付
さ
れ
る
。
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『
祖
堂
集
』
等
、
評
唱
が
付
さ
れ
な
い
も
の
で
は
、
南
泉
の
黄
檗
へ
の
一
語
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
内
容
を
見
れ
ば
、
南
泉

の
「
禅
定
と
智
慧
を
等
し
く
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
仏
性
を
見
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
」
と
い
う

問
い
掛
け
に
、
黄
檗
は
、「
何
も
の
に
も
（
定
慧
に
も
）
依
存
し
な
い
こ
と
だ
」
と
応
じ
る
。
南
泉
は
、「
そ
れ
が
お
前
の
見
処
、

家
風
な
の
だ
な
」
と
念
を
押
す
。
黄
檗
は
そ
の
言
葉
に
「
ど
う
致
し
ま
し
て
」
と
答
え
る
。
こ
の
答
え
は
、
文
脈
か
ら
謙
遜
で

は
無
く
、
自
負
の
意
が
滲
ん
で
い
る
と
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う（
（（
（

。
南
泉
は
、
そ
の
得
々
と
し
た
黄
檗
に
、「
飲
食
代
は
仕
方
な
い

と
し
て
、
そ
の
見
処
を
提
す
る
に
費
や
し
た
修
行
、
行
脚
の
費
用
は
誰
が
代
弁
す
る
の
か
」
と
、
そ
の
見
処
で
は
ま
だ
及
ば
な

い（
（（
（

、
と
叱
咤
す
る
。
以
上
が
『
祖
堂
集
』
等
、
潙
仰
の
評
唱
が
な
い
も
の
の
表
面
的
な
解
釈
に
な
る
。
最
後
の
南
泉
の
語
は
、

黄
檗
を
全
面
的
に
肯
っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ず
、
こ
の
話
は
、
黄
檗
の
機
が
未
だ
純
熟
し
て
い
な
い
時
の
も
の
で
あ
る
。
少

な
く
と
も
、『
祖
堂
集
』『
伝
灯
録
』
の
よ
う
に
こ
の
話
が
南
泉
章
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
、
そ
の
よ
う
な
評
価
を
下
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
潙
仰
の
評
唱
を
付
す
る
も
の
は
、
こ
の
話
を
ま
た
違
っ
た
視
点
か
ら
評
し
て
い
る
。
南
泉
の
語
に
黄
檗
は
休
す
る
。

そ
し
て
、
潙
山
が
こ
の
因
縁
を
挙
し
て
仰
山
に
、「
黄
檗
は
、
南
泉
の
真
意
を
得
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
、

問
い
か
け
る
。
こ
れ
は
、
黄
檗
の
「
休
」
か
ら
、
全
体
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
仰
山
は
、「
そ
う
で
は
な
い
。

黄
檗
に
は
、
虎
を
穴
に
陥
れ
る
よ
う
な
大
力
量
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
答
え
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
「
休
」

は
勿
論
、
問
答
全
体
の
主
導
は
、
実
は
黄
檗
に
あ
っ
た
の
だ
と
云
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
潙
山
は
、「
お
前
の
見
処
は
成

長
し
て
い
る
」
と
、
仰
山
を
肯
い
賛
ず
る
。

　

ま
た
、『
宗
門
統
要
』
等
で
は
、
そ
れ
を
受
け
、
黄
檗
の
評
価
を
決
定
づ
け
て
い
る（
（（
（

。
本
稿
で
は
、「
定
慧
等
学
明
見
仏
性
」

と
い
う
思
想
内
容
に
立
ち
入
り
考
察
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
こ
の
話
に
評
価
の
変
化
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
も
、

百
丈
と
黄
檗
の
関
係
性
を
深
く
繋
げ
る
役
目
を
担
っ
た
同
じ
潙
仰
の
評
唱
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る（
（（
（

。
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三

　

次
に
挙
げ
る
機
縁
の
話
も
本
稿
で
扱
う
資
料
全
て
に
収
録
さ
れ
る
話
で
あ
る
。

　

『
祖
堂
集
』
巻
一
六
（59�8

）
南
泉
章

師
又
問
、
長
老
什
摩
年
中
受
戒
。
蘗
云
、
威
音
王
佛
同
時
受
戒
。
師
云
、
威
音
王
佛
是
我
兒
孫
。
黄
蘗
却
問
和
尚
、
什
摩

年
中
受
戒
。
師
云
、
這
後
生
莫
礼
。
黄
蘗
無
對
。

師
又
問
う
、「
長
老
什い
ず
れ摩
の
年
中
に
か
受
戒
せ
る
」。
蘗
云
く
、「
威
音
王
仏
と
時
を
同
じ
う
し
て
受
戒
せ
り
」。
師
云
く
、「
威
音
王
仏

は
是
れ
我
が
児
孫
な
り
」。
黄
蘗
却
っ
て
和
尚
に
問
う
、「
什
摩
の
年
中
に
か
受
戒
せ
る
」。
師
云
く
、「
這
の
後
生
礼
莫
し
」。
黄
蘗
無
対
。

　

『
伝
灯
録
』
巻
八
（117b

～118a
）
南
泉
章

師
一
日
捧
鉢
上
堂
。
黃
蘗
和
尚
居
第
一
坐
、
見
師
不
起
。
師
問
云
、
長
老
什
麽
年
中
行
道
。
黃
蘗
云
、
空
王
佛
時
。
師
云
、

猶
是
王
老
師
孫
在
、
下
去
。

師
一
日
鉢
を
捧
げ
て
上
堂
す
。
黄
蘗
和
尚
第
一
坐
に
居
り
、
師
を
見
る
も
起
た
ず
。
師
問
う
て
云
く
、「
長
老
は
什
麽
の
年
中
に
か
行

道
せ
る
」。
黄
蘗
云
く
、「
空
王
仏
の
時
な
り
」。
師
云
、「
猶
お
是
れ
王
老
師
が
孫
な
り
、
下
り
去
れ
」。

　

『
広
灯
録
』
巻
八
（411b

）
黄
檗
章

師
行
脚
時
到
南
泉
。
一
日
齋
時
捧
鉢
向
南
泉
位
上
坐
。
南
泉
下
來
。
見
便
問
、
長
者
什
磨マ
マ

年
中
行
道
。
師
云
、
威
音
王
巳

前
。
南
泉
云
、
猶
是
王
老
師
孫
在
。
師
便
移
下
座

師
行
脚
の
時
南
泉
に
到
る
。
一
日
斎
時
、
鉢
を
捧
げ
南
泉
の
位
上
に
坐
す
。
南
泉
下
り
来
る
。
見
て
便
ち
問
う
、「
長
者
は
什い
ず
れ磨
の
年
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中
に
か
行
道
せ
る
」。
師
云
く
、「
威
音
王
巳
前
」。
南
泉
云
く
、「
猶
お
是
れ
王
老
師
の
孫
な
り
」。
師
便
ち
下
座
に
移
る
。

　

『
宗
門
統
要
』
巻
四
（9�0a

）
黄
檗
章

師
在
南
泉
會
、
為
首
座
。
一
日
捧
鉢
、
向
南
泉
位
中
坐
。
泉
入
堂
、
見
乃
問
、
長
老
甚
年
中
行
道
。
師
云
、
威
音
王
已
前
。

泉
云
、
猶
是
王
老
師
孫
、
下
去
。
師
過
第
二
位
坐
。
泉
休
去
。
潙
山
云
、
欺
敵
者
亡
。
仰
云
、
不
然
。
須
知
黃
檗
有
陷
虎

之
機
。
潙
山
云
、
子
見
處
得
與
麽
長
。
雪
竇
云
、
可
惜
王
老
師
。
只
見
錐
頭
利
。
我
當
時
若
作
南
泉
、
待
伊
道
威
音
王
已

前
、
即
便
於
第
二
位
坐
、
令
黃
檗
一
生
起
不
得
。
雖
然
如
此
、
也
須
救
取
南
泉
。
雲
峰
悅
云
、
後
來
叢
林
中
多
有
商
量
。

或
道
、
黃
檗
有
陷
虎
之
機
、
南
泉
有
煞
虎
之
威
。
若
作
與
麽
說
話
、
誠
實
苦
哉
。
殊
不
知
、
這
老
賊
有
年
無
德
。
喫
飯
坐

處
、
也
不
依
本
分
。
若
雲
峯
門
下
、
說
甚
威
音
王
已
前
、
王
老
師
更
大
。
直
須
喫
棒
了
趂
出
。

師
南
泉
の
会
に
在
っ
て
、
首
座
と
為
る
。
一
日
鉢
を
捧
げ
、
南
泉
の
位
中
に
坐
す
。
泉
入
堂
し
、
見
て
乃
ち
問
う
、「
長
老
は
甚い
ず
れ

の
年

中
に
か
行
道
せ
る
」。
師
云
く
、「
威
音
王
已
前
」。
泉
云
く
、「
猶
お
是
れ
王
老
師
が
孫
な
り
、
下
り
去
れ
」。
師
第
二
位
に
過
ぎ
坐
す
。

泉
休
し
去
る
。
潙
山
云
く
、「
敵
を
欺
る
者
は
亡
ず
」。
仰
云
く
、「
然
ら
ず
。
須
く
黄
檗
に
陥
虎
の
機
有
る
こ
と
を
知
る
べ
し
」。
潙
山

云
く
、「
子
が
見
処
、
与
麽
に
長
ず
る
こ
と
を
得
た
り
」。
雪
竇
云
く
、「
惜
し
む
可
き
は
王
老
師
な
り
、
只
だ
錐
頭
の
利
な
る
を
見
る

の
み
。
我
れ
當そ
の

時か
み

若
し
南
泉
と
作
ら
ば
、
伊か
れ

の
『
威
音
王
已
前
』
と
道
う
を
待
っ
て
、
即す
な
わ便
ち
第
二
位
に
坐
し
、
黄
檗
を
し
て
一
生
起

ち
得
ざ
ら
し
む
。
此
の
如
く
な
り
と
雖
然
も
、
也
た
須
く
南
泉
を
救
取
す
べ
し
」。
雲
峰
悦
云
く
、「
後
来
の
叢
林
中
に
多
く
商
量
有
り
。

或
る
ひ
と
道
く
、『
黄
檗
に
陥
虎
の
機
有
り
、
南
泉
に
煞
虎
の
威
有
り
』
と
。
若
し
与
麼
の
説
話
を
作
さ
ば
、
誠
に
実
に
苦
な
る
哉
。

殊
に
知
ら
ず
、
這
の
老
賊
に
年
有
っ
て
、
徳
無
き
こ
と
を
。
飯
を
喫
し
坐
す
る
処
、
也
た
本
分
に
依
ら
ず
。
若
し
雲
峰
門
下
に
、
甚
の

『
威
音
王
已
前
』
と
説
か
ば
、
王
老
師
更
に
大
は
な
は
だ

し
。 

直す
べ
か
ら
く須
棒
を
喫
し
了
っ
て
趂
出
す
べ
し
」。

　

こ
の
話
の
芯
と
な
る
部
分
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
南
泉
が
黄
檗
へ
「
何
時
受
戒
を
し
た
の
か
」
と
問
う
。
そ
れ
に
黄
檗
が
、
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「
威
音
王
仏
（
空
王
仏
）
と
同
じ
、
も
し
く
は
そ
れ
已
前
」
と
応
じ
る
。
威
音
王
已
前
（
空
王
已
前
）
は
、
定
型
語
で
あ
り
、
こ

れ
以
上
遡
る
こ
と
の
出
来
な
い
過
去
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
泉
は
そ
れ
を
好
し
と
は
せ
ず
、「
威
音
王
仏
な
ど
わ
し
の
孫
ほ
ど

だ
」
と
喝
破
す
る
。

　

こ
の
他
の
部
分
に
、
語
句
の
異
同
が
見
ら
れ
、
各
々
状
況
、
立
場
に
相
違
が
生
じ
て
い
る
。『
祖
堂
集
』
で
は
、
時
、
場
所

は
分
か
ら
ず
、
た
だ
問
答
の
み
が
描
か
れ
る
。『
伝
灯
録
』
で
は
、
文
脈
か
ら
南
泉
が
鉢
を
捧
げ
て
の
上
堂
で
の
話
。『
広
灯

録
』
で
は
、
斎
時
、
即
ち
正
午
の
食
事
の
時
の
話
で
あ
り
、
鉢
を
捧
げ
る
の
は
黄
檗
で
、
食
堂
で
の
話
と
な
る
。『
宗
門
統

要
』
で
は
、
あ
る
一
日
の
話
と
な
る
が
、
内
容
か
ら
先
の
『
広
灯
録
』
と
同
じ
斎
時
の
話
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は

黄
檗
は
南
泉
下
の
首
座
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
南
泉
の
一
語
の
後
の
対
応
に
大
き
な
違
い
が
生
ず
る
。『
祖
堂
集
』
に
お
い
て
黄
檗
は
、
続
け
て
「
で
は
和
尚
は

い
つ
受
戒
し
た
の
か
」
と
返
問
す
る
。
そ
れ
に
対
し
南
泉
は
、「
這
後
生
莫
礼
」
と
「
こ
の
未
熟
者
、
礼
が
な
っ
て
お
ら
ん
」

と
一
喝
す
る（
（（
（

。
そ
の
一
喝
に
黄
檗
は
、
返
す
言
葉
が
無
い
。『
伝
灯
録
』
で
は
、
上
堂
す
る
南
泉
を
見
て
、
第
一
座
よ
り
立
た

な
い
黄
檗
に
向
け
て
為
さ
れ
た
問
答
で
あ
る
。
こ
の
話
を
締
め
く
く
る
の
は
、
南
泉
の
「
下
り
去
れ
」
で
あ
る
。『
広
灯
録
』

で
は
、
食
堂
で
南
泉
の
坐
る
べ
き
座
に
坐
っ
て
い
た
黄
檗
と
の
問
答
で
あ
る
。
黄
檗
は
、
南
泉
の
一
語
に
よ
り
自
ら
下
座
へ
移

る
。『
宗
門
統
要
』
で
は
、
首
座（
（（
（

と
明
記
さ
れ
た
黄
檗
の
『
広
灯
録
』
と
同
じ
状
況
で
の
問
答
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
泉
の
一

語
の
後
、
黄
檗
は
第
二
座
に
坐
る
。
そ
れ
に
対
し
南
泉
は
、「
師
便
休
」
と
黄
檗
が
南
泉
を
下
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
に
続
き
潙
山
の
著
語
が
付
さ
れ
る
。
こ
の
著
語
は
、
本
稿
「
一
」
で
考
察
し
た
『
祖
堂
集
』
に
、
収
録
さ
れ
る
機
縁

に
長
慶
が
付
し
た
著
語
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
も
本
稿
「
二
」
で
考
察
し
た
『
広
灯
録
』
に
、
付
さ
れ
る
潙
仰
の
評

唱
と
全
く
同
じ
も
の
が
加
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
雪
竇
重
顕
（
九
八
〇
～
一
〇
五
二
）、
雲
峰
文
悦
（
九
九
八
～
一
〇
六
二
）
の
評

価
も
付
さ
れ
る
。
こ
こ
に
付
さ
れ
る
評
唱
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
黄
檗
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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『
祖
堂
集
』
の
話
は
、
他
と
趣
が
異
な
る
が
、『
伝
灯
録
』
以
降
、
内
容
が
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
理
解
出
来
る
。

『
祖
堂
集
』
の
話
は
、
南
泉
章
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
師
で
あ
る
南
泉
の
力
量
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
黄
檗
に
重

点
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
伝
灯
録
』
以
降
、
黄
檗
の
は
た
ら
き
、
そ
し
て
南
泉
の
休
す
様
が
追
補
さ
れ
る
。『
宗
門

統
要
』
に
至
っ
て
は
、
他
の
機
縁
に
付
さ
れ
た
潙
仰
の
評
唱
、
雪
竇
・
雲
峰
が
露
骨
に
南
泉
を
下
す
評
が
加
え
ら
れ
る
。
収
録

さ
れ
る
資
料
に
よ
り
立
場
が
異
な
り
、
作
為
的
な
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
如
実
に
理
解
出
来
る
。

四

　

『
祖
堂
集
』
巻
一
六
（601
～602

）
南
泉
章

師
問
黄
蘗
、
去
什
摩
處
。
對
云
、
擇
菜
去
。
師
云
、
將
什
摩
擇
。
黄
蘗
竪
起
刀
子
。
師
云
、
只
解
作
客
不
解
作
主
。
自
代

云
、
更
覓
則
不
得
。
有
僧
拈
問
長
慶
、
与
古
人
作
主
如
何
道
。
長
慶
便
咄
之
。
僧
拈
問
順
徳
、
南
泉
見
黄
蘗
去
什
摩
處
意

旨
如
何
。
順
徳
云
、
也
是
黄
蘗
招
致
得
。
僧
云
、
只
如
黄
蘗
後
与
摩
枑マ
マ

對
南
泉
還
得
也
無
。
徳
云
、
且
自
付
則
得
。
僧
云
、

只
如
對
南
泉
作
摩
生
道
。
徳
云
、
汝
作
南
泉
来
。
僧
云
、
將
什
摩
擇
。
徳
放
下
刀
。

師
、
黄
蘗
に
問
う
、「
什
摩
処
に
か
去
く
」。
対
え
て
云
く
、「
菜
を
択
び
に
去
く
」。
師
云
く
、「
什
摩
を
将
っ
て
か
択
ぶ
」。
黄
蘗
、
刀

子
を
竪
起
す
。
師
云
く
、「
只
だ
解
く
客
と
作
る
の
み
に
し
て
主
と
作
る
解
わ
ず
」。
自
ら
代
わ
っ
て
云
く
、「
更
に
覓
む
れ
ば
則
ち
得

ず
」。
僧
有
り
て
拈
じ
て
長
慶
に
問
う
、「
古
人
の
与
に
主
と
作
ら
ん
に
は
如
何
が
道
わ
ん
」。
長
慶
便
ち
之
を
咄
す
。
僧
拈
じ
て
順
徳

に
問
う
、「
南
泉
、
黄
蘗
を
見
し
什
摩
の
処
に
か
去
く
の
意
旨
如
何
」。
順
徳
云
く
、「
也
た
是
れ
黄
蘗
の
招
致
し
得
た
り
」。
僧
云
く
、

「
只
だ
黄
檗
の
後
に
与
摩
に
南
泉
に
枑
（
祗
）
対
せ
る
如
き
は
還
た
得
た
り
や
」。
徳
云
く
、「
且
く
自
か
ら
付
せ
ば
則
ち
得
た
り
」。

僧
云
く
、「
只
だ
南
泉
に
対
え
る
が
如
き
は
作
摩
生
か
道
わ
ん
」。
徳
云
く
、「
汝
、
南
泉
に
作
り
来
れ
」。
僧
云
く
、「
什
摩
を
将
っ
て

か
択
ぶ
」。
徳
、
刀
を
放
下
す
。
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『
伝
灯
録
』
巻
九
（137a

）
黄
檗
章

師
在
南
泉
時
、
普
請
擇
菜
。
南
泉
問
、
什
麽
處
去
。
曰
、
擇
菜
去
。
南
泉
曰
、
將
什
麽
擇
。
師
、
擧
起
刀
子
。
南
泉
云
、

只
解
作
賓
、
不
解
作
主
。
師
扣
三
下
。

師
、
南
泉
に
在
り
し
時
、
普
請
し
て
菜
を
択
ぶ
。
南
泉
問
う
、「
什
麽
の
処
に
か
去
く
」。
曰
く
、「
菜
を
択
び
去
く
」。
南
泉
曰
く
、

「
什
麽
を
将
っ
て
か
択
ぶ
」。
師
、
刀
子
を
挙
起
す
。
南
泉
曰
く
、「
只
だ
解
く
客
と
作
る
の
み
に
し
て
、
主
と
作
る
解
わ
ず
」。
師
扣

く
こ
と
三
下
す
。

　

こ
の
話
も
、
本
稿
で
挙
げ
る
資
料
全
て
に
記
載
が
あ
り
、『
伝
灯
録
』
以
降
、
後
述
の
部
分
以
外
、
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ

ず
、『
祖
堂
集
』
の
み
長
慶
、
順
徳
に
よ
る
こ
の
話
を
題
材
に
し
た
商
量
が
続
け
ら
れ
る
。
こ
の
話
は
、「
主
客
」「
分
別
」
を

主
題
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
入
矢
氏
・
古
賀
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、『
龐
居
士
語
録
』
に
収
録
さ
れ
る
龐
居
士
（
～
八
〇

八
）
と
松
山
（
生
没
年
未
詳
）
の
話
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（
（（
（

。

　

「
択
菜
」
と
は
、
菜
の
葉
の
青
い
部
分
だ
け
を
取
り
、
黄
色
い
も
の
は
捨
て
る
こ
と
を
い
う（
（（
（

。
作
務
と
い
う
日
常
に
内
包
さ

れ
る
、
分
別
、
差
別
を
題
材
に
南
泉
が
問
い
か
け
る
。
そ
れ
に
黄
檗
は
、
包
丁
を
持
ち
あ
げ
体
を
持
っ
て
示
す
。
し
か
し
、
南

泉
は
「
只
解
作
客
不
解
作
主
」
と
、
そ
れ
で
は
菜
を
択
ぶ
主
体
が
見
え
ぬ
、
と
詰
め
寄
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
各
資
料
同
様
で
あ

る
が
、
以
下
に
違
い
が
生
じ
る
。

　

『
祖
堂
集
』
で
は
、
南
泉
が
自
ら
代
わ
っ
て
「
更
覓
則
不
得
」
と
見
処
を
示
す
。
そ
の
後
、
長
慶
と
順
徳
に
あ
る
僧
が
挙
似

し
、
そ
れ
ぞ
れ
黄
檗
に
代
わ
り
「
主
」
を
提
示
す
る
。『
祖
堂
集
』
で
は
、
黄
檗
は
「
主
」
を
示
す
こ
と
が
出
来
ず
南
泉
に
導

か
れ
る
。
故
に
、
そ
れ
が
後
に
問
答
の
題
材
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
順
徳
は
、
実
は
こ
の
商
量
は
、
黄
檗
か
ら
仕
掛
け
た

も
の
だ
と
い
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
祖
堂
集
』
で
は
黄
檗
は
、
全
く
南
泉
に
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
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し
か
し
、
他
の
資
料
で
は
状
況
が
変
化
す
る
。
各
資
料
大
き
な
字
句
の
異
同
は
な
く
、
南
泉
の
一
語
の
後
、
黄
檗
は
「
師
扣

三
下
」
と
包
丁
を
三
度
た
た
き（
（（
（

、
包
丁
を
使
い
こ
な
す
自
己
と
い
う
「
主
」
を
提
示
す
る
。
南
泉
の
追
尋
に
難
な
く
答
え
る
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
『
五
灯
会
元
』
で
は
、「
大
家
択
菜
去
（
み
な
菜
を
択
び
に
行
け
）」
と
南
泉
は
そ
れ
を
肯
う
か
の
よ
う
に
結
ぶ（
（（
（

。

『
祖
堂
集
』
以
外
、
黄
檗
の
評
価
は
、
一
致
し
て
向
上
し
て
い
る
と
言
え
る
。

五

　

『
祖
堂
集
』
巻
一
六
（59�8
～59�9�

）
南
泉
章

師
又
問
、
白
銀
為
地
、
黄
金
為
壁
。
此
是
什
摩
人
居
止
處
。
蘗
云
、
聖
人
居
止
處
。
師
曰
、
更
有
一
人
、
居
什
摩
處
。
蘗

云
、
我
則
道
不
得
。
師
云
、
王
老
師
却
道
得
。
蘗
云
、
便
請
道
。
師
云
、
王
老
師
罪
過
。

師
又
た
問
う
、「
白
銀
を
地
と
為
し
、
黄
金
を
壁
と
為
す
。
此
は
是
れ
什
摩
の
人
の
居
止
す
る
処
な
り
や
」。
蘗
云
く
、「
聖
人
の
居
止

す
る
処
な
り
」。
師
曰
く
、「
更
に
一
人
有
り
、
什
摩
の
処
に
居
す
る
や
」。
蘗
云
く
、「
我
れ
則
ち
道
い
得
ず
」。
師
云
く
、「
王
老
師
却

っ
て
道
い
得
た
り
」。
蘗
云
く
、「
便
ち
道
う
を
請
う
」。
師
云
く
、「
王
老
師
が
罪
過
な
り
」。

　

『
伝
灯
録
』
巻
八
（118a

）
南
泉
章

師
一
日
問
黃
蘗
、
黃
金
爲
世
界
、
白
銀
爲
壁
落
。
此
是
什
麽
人
居
處
。
黃
蘗
云
、
是
聖
人
居
處
。
師
云
、
更
有
一
人
、
居

何
國
土
。
黃
蘗
乃
叉
手
立
。
師
云
、
道
不
得
何
不
問
王
老
師
。
黃
蘗
却
問
、
更
有
一
人
、
居
何
國
土
。
師
云
、
可
惜
許
。

師
一
日
、
黄
蘗
に
問
う
、「
黄
金
を
世
界
と
為
し
、
白
銀
を
壁
落
と
為
す
。
此
は
是
れ
什
麽
の
人
の
居
す
る
処
な
り
や
」。
黄
蘗
云
く
、

「
是
は
聖
人
の
居
す
る
処
な
り
」。
師
云
く
、「
更
に
一
人
有
り
、
何
れ
の
国
土
に
居
す
る
や
」。
黄
蘗
乃
ち
叉
手
し
て
立
つ
。
師
云
く
、

「
道
い
得
ざ
れ
ば
何
ぞ
王
老
師
に
問
わ
ざ
る
」。
黄
蘗
却
っ
て
問
う
、「
更
に
一
人
有
り
、
何
れ
の
国
土
に
か
居
す
る
や
」。
師
云
く
、
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「
可
惜
許
」。

　

こ
の
話
は
、『
広
灯
録
』
等
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
話
で
あ
る
。
凡
聖
と
い
う
題
材
か
ら
差
別
を
問
う
話
で
あ
り
、
本
稿

「
四
」
の
話
と
通
ず
る
点
が
あ
る
。

　

『
祖
堂
集
』
で
は
、
白
銀
を
地
、
即
ち
世
界
と
為
し
、
黄
金
を
壁
、
即
ち
住
ま
い
と
し
、
そ
れ
以
外
で
は
、
黄
金
を
世
界
、

白
銀
を
住
ま
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
大
智
度
論
』
巻
三
二
（T

. 25, 302b

）
に
「
東
方
有
国
、
純
以
黄
金
為
地
。
彼
仏
弟

子
、
皆
是
阿
羅
漢
。
…
…
東
方
有
国
、
純
以
白
銀
為
地
。
彼
仏
弟
子
、
皆
学
辟
支
仏
道
（
東
方
に
国
有
っ
て
、 

純も
っ
ぱ

ら
黄
金
を
以
っ

て
地
と
為
す
な
り
。
彼
の
仏
弟
子
、
皆
な
是
れ
阿
羅
漢
。
…
…
東
方
に
国
有
っ
て
、
純
ら
白
銀
を
以
っ
て
地
と
為
す
な
り
。
彼
の
仏
弟
子
、

皆
な
辟
支
仏
の
道
を
学
ぶ
）」
と
、
あ
る
。

　

黄
金
、
白
銀
の
字
句
の
入
れ
替
わ
り
は
あ
る
が
、
南
泉
が
、
物
質
的
且
つ
在
俗
的
豪
奢
な
世
界
に
住
す
る
も
の
は
誰
か
、
を

黄
檗
に
問
う
。
黄
檗
は
、
聖
人
で
あ
る
と
答
え
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
南
泉
は
、
で
は
、「
更
に
一
人
有
り
」
即
ち
、
そ
の
よ
う

な
凡
聖
と
い
っ
た
差
別
を
超
え
た
者
は
、
ど
こ
に
住
す
る
の
か
、
と
重
ね
て
問
う
。
こ
こ
か
ら
字
句
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。

　

『
祖
堂
集
』
で
は
、
黄
檗
は
「
言
う
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
答
え
る
。
そ
れ
を
受
け
て
南
泉
は
、「
わ
し
な
ら
言
う
事
が
出

来
る
」
と
答
え
る
。「
そ
れ
な
ら
ど
う
ぞ
一
句
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
黄
檗
に
南
泉
は
、「
わ
し
が
悪
か
っ
た
」
と
話
を
締
め

く
く
る（
（（
（

。

　

『
伝
灯
録
』
等
で
は
、
黄
檗
は
叉
手
に
て
立
つ
。
即
ち
即
今
当
処
が
そ
こ
で
あ
る
、
と
体
現
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
南
泉

は
、「
言
え
な
い
な
ら
ば
、
な
ぜ
聞
か
ぬ
」
と
言
葉
で
示
す
こ
と
を
迫
る
。
そ
こ
で
黄
檗
は
、
同
じ
言
句
を
問
い
返
す
。
そ
れ

に
対
し
南
泉
は
「
お
し
い
」
と
す
る（
（（
（

。

　

『
祖
堂
集
』
で
は
、
黄
檗
は
「
道
不
得
」
と
、
見
解
を
呈
す
る
こ
と
を
拒
否
、
或
い
は
答
に
窮
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
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『
伝
灯
録
』
等
で
は
、
体
を
持
っ
て
見
処
を
示
し
て
お
り
、
黄
檗
の
姿
が
違
っ
て
見
え
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
応
答
に
も
南

泉
は
、
自
ら
に
問
わ
し
め
よ
う
と
す
る
。
即
ち
、
黄
檗
の
見
処
は
ど
ち
ら
も
同
等
の
も
の
で
あ
り
、
好
し
と
は
さ
れ
な
い
。
そ

し
て
、
黄
檗
は
南
泉
と
主
客
を
転
じ
よ
う
と
問
い
を
発
す
る
が
、
そ
れ
も
、
南
泉
の
導
き
に
沿
う
も
の
で
は
な
い
。
故
に
、

「
王
老
師
罪
過
」「
可
惜
許
」
と
嘆
息
す
る
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
黄
檗
を
導
く
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
南
泉
の
自
省
の
念

が
含
ま
れ
て
い
る
と
読
み
解
け
る（
（（
（

。
こ
の
話
は
字
句
の
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、『
伝
灯
録
』
等
に
収
録
さ
れ
る
も
の
の
方
が
、
理
解
が
容
易
で
あ
る
。
ま
た
、
到
ら
ぬ
点
で
は
同
様
で
あ
る
が
、
見
処
を

呈
し
て
お
り
、
表
面
的
な
黄
檗
像
が
改
良
さ
れ
て
い
る
。

六

　

『
伝
灯
録
』
巻
九
（137a

）
黄
檗
章

一
日
南
泉
、
謂
師
曰
、
老
僧
偶
述
牧
牛
歌
。
請
長
老
和
。
師
云
、
某
甲
自
有
師
在
。

一
日
南
泉
、
師
に
謂
い
て
曰
く
、「
老
僧
偶
た
ま
牧
牛
歌
を
述
ぶ
。
請
う
長
老
の
和
せ
ん
こ
と
を
」。
師
云
く
、「
某そ
れ

甲が
し

に
自
ら
師
有
る

な
り
」。

　

こ
の
話
は
南
泉
と
黄
檗
の
因
縁
話
中
に
お
い
て
異
質
で
あ
り
、
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
が
少
な
い
。
こ
の
話
は
『
伝
灯
録
』

か
ら
追
加
さ
れ
る
が
、『
広
灯
録
』
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
字
句
の
異
同
は
ほ
ぼ
無
い
。

　

周
知
の
如
く
南
泉
に
は
「
異
類
中
行
」
の
語
が
あ
り
、
彼
は
度
々
話
中
に
水
牯
牛
を
持
ち
出
す
。
南
泉
は
上
堂
に
お
い
て

「
祖
佛
不
知
有
、
狸
奴
白
牯
却
知
有
（
祖
仏
は
有
る
を
知
ら
ず
、
狸
奴
白
牯
却
っ
て
有
る
を
知
る
）」（『
祖
堂
集
』
巻
一
六
、587

）
と

説
き
、
遷
化
に
臨
み
「
向
山
下
檀
越
家
作
一
頭
水
牯
牛
去
（
山
下
の
檀
越
家
に
お
い
て
一
頭
の
水
牯
牛
と
作
り
去
く
）」（『
祖
堂
集
』



178

巻
一
六
、59�0

）
と
い
う
。

　

牛
は
知
ら
れ
る
よ
う
に
禅
家
に
お
い
て
良
く
題
材
と
し
て
使
用
さ
れ
、
後
に
『
十
牛
図
』
等
で
明
確
に
な
る
よ
う
に
心
、
本

具
の
仏
性
の
喩
え
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
「
牧
牛
歌
」
と
あ
る
の
も
当
然
、
同
時
代
の
禅
匠
達
と
同
様
に
使
用
し
た
も
の

で
あ
り
、
不
思
議
は
な
い
。
し
か
し
、
南
泉
に
お
い
て
は
、
特
に
「
牛
」
に
意
が
あ
る
と
解
す
こ
と
が
出
来
る
。

　

南
泉
は
、
親
し
み
と
敬
意
を
込
め
黄
檗
を
「
長
老
」
と
呼
び
、
自
ら
が
作
し
た
牧
牛
歌
に
酬
和
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
そ
れ

に
対
し
黄
檗
は
、「
私
に
は
も
と
も
と
師
が
お
り
ま
す
」
と
応
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
黄
檗
の
和
し
た
牧
牛
歌
で
あ

る
と
、
云
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
深
く
こ
の
語
の
真
意
を
探
る
こ
と
を
今
は
置
く
。
虚
心
に
こ
の
語
を
見
る
な
ら
ば
、
た

だ
南
泉
の
歌
に
和
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
自
ら
に
元
来
師
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
話
が
収
録
さ
れ
る
資
料

で
は
、
こ
の
次
の
話
が
南
泉
を
辞
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
南
泉
の
牧
牛
歌
に
和
す
る
こ
と
は
、
法
系
を
継
ぐ
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
を
せ
ず
百
丈
下
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
、
と
解
釈
す
る
こ
と
は
飛
躍
し
過
ぎ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
少

な
く
と
も
、
こ
の
話
で
南
泉
が
黄
檗
を
明
確
に
認
め
て
い
る
こ
と
は
真
実
で
あ
る
。
後
代
、
こ
の
話
が
収
録
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

内
容
に
変
化
の
あ
る
字
句
の
異
同
は
な
い
。

　

ま
た
、『
広
灯
録
』
巻
一
五
（475b

）
風
穴
章
に
牧
牛
歌
を
和
す
、
こ
の
話
と
全
く
同
じ
流
れ
で
、
風
穴
延
沼
（
八
九
六
～
九

七
三
）
と
守
廓
（
生
没
年
未
詳
）
の
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
風
穴
は
酬
和
し
て
い
る（
（（
（

。

七

　

『
祖
堂
集
』
巻
一
一
（441

～442

）
睡
龍
章

有
俗
官
、
問
黄
蘗
供
養
主
、
黄
蘗
和
尚
驢
馬
相
似
。
上
座
、
作
供
養
主
作
什
摩
。
僧
無
對
。
却
歸
擧
似
黄
蘗
。
黄
蘗
云
、

道
薄
人
微
甚
是
難
消
。
有
人
擧
似
南
泉
。
南
泉
云
、
池
州
麻
黄
・
蜀
地
當
歸
。
有
人
擧
似
師
。
師
云
、
泉
州
葛
布
、
好
造
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汗
衫
。

俗
官
有
り
て
、
黄
蘗
の
供
養
主
に
問
う
、「
黄
蘗
和
尚
は
驢
馬
に
相
い
似
た
り
。
上
座
、
供
養
主
と
作
り
て
什
摩
を
か
作
す
」。
僧
無
対
。

却か
え
っ歸
て
黄
蘗
に
挙
似
す
。
黄
檗
云
く
、「
道
薄
く
人
微
に
し
て
甚
だ
是
れ
消
い
る
こ
と
難
し
」。
人
有
り
て
南
泉
に
挙
似
す
。
南
泉
云
く
、

「
池
州
の
麻
黄
・
蜀
地
の
当
帰
」。
人
有
り
て
師
に
挙
似
す
。
師
云
く
、「
泉
州
の
葛
布
、
汗
衫
を
造
る
に
好
し
」。

　

『
伝
灯
録
』
巻
八
（127a

）
磁
州
馬
頭
峯
神
蔵
章

上
堂
謂
衆
云
、
知
而
無
知
、
不
是
無
知
而
說
無
知
。
南
泉
云
、
恁
麽
依
師
道
、
始
道
得
一
半
。
黃
蘗
云
、
不
是
南
泉
駮
他
、

要
圓
前
話
。

上
堂
し
衆
に
謂
い
て
云
く
、「
知
に
し
て
無
知
な
り
と
は
、
是
れ
無
知
に
し
て
無
知
と
説
く
に
は
あ
ら
ず
」。
南
泉
云
く
、「
恁か

麽く

師
に

依
っ
て
道
い
て
、
始
め
て
一
半
を
道
い
得
た
り
」。
黄
蘗
云
く
、「
是
れ
南
泉
が
他
を
駮
す
る
に
は
あ
ら
ず
。
前
話
を
円
な
ら
し
め
ん
と

要ほ
っ

す
る
な
り
」。

　

最
後
に
挙
げ
る
こ
の
二
つ
の
話
は
、
南
泉
と
黄
檗
二
人
の
直
接
の
因
縁
話
で
は
な
い
。
先
の
話
は
『
祖
堂
集
』
の
み
に
収
録

さ
れ
、
黄
檗
下
の
街
坊
化
主
と
黄
檗
の
話
を
、
南
泉
が
聞
い
て
評
唱
す
る
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
後
の
話
は
、『
伝
灯
録
』
等

に
収
録
さ
れ
、
神
蔵
の
上
堂
の
語
に
対
す
る
南
泉
の
評
価
と
、
そ
の
南
泉
の
意
を
さ
ら
に
黄
檗
が
解
説
す
る
と
い
う
構
成
で
あ

る
。
今
、
内
容
に
立
ち
入
り
考
察
を
加
え
る
こ
と
は
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
話
か
ら
得
る
べ
き
本
稿
で
必
要
な
こ
と
は
、
南
泉
と

黄
檗
を
繋
げ
る
話
が
存
在
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
黄
檗
の
師
で
あ
る
百
丈
と
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
話
が
残
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
史
実
に
基
づ
く
こ
と
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
黄
檗
が
南
泉
下
を
去
っ
た
後
も
、
こ
の
よ
う
な
話
が
残
さ
れ
る
よ
う
な
交
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際
が
あ
り
、
先
の
考
察
で
南
泉
が
黄
檗
を
「
長
老
」
と
呼
ん
だ
こ
と
と
合
わ
せ
て
関
係
の
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

黄
檗
が
歴
参
し
た
禅
匠
達
と
の
間
に
は
こ
の
よ
う
な
話
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
潙
仰
の
よ
う
な
師
弟
の
濃
密
な
様
を
彷
彿
と

さ
せ
る
。

　

ま
た
、
黄
檗
と
南
泉
に
は
非
常
に
似
通
っ
た
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
長
文
の
為
、
全
文
を
挙
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
冥
界

よ
り
、
南
泉
は
自
下
の
雲
納
、
黄
檗
は
裴
休
を
、
大
喝
に
よ
り
呼
び
戻
す
神
異
譚
で
あ
る（
（（
（

。
両
話
と
も
非
常
に
構
成
が
似
通
っ

て
お
り
、『
祖
堂
集
』
に
し
か
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
管
見
の
限
り
、
他
に
こ
の
話
の
流
れ
で
、
両
話
ほ
ど
似
て
い
る
も
の
は

見
ら
れ
な
い
。

お　

わ　

り　

に

　

『
祖
堂
集
』
の
持
つ
特
性
に
拠
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
が
、『
祖
堂
集
』
に
お
い
て
黄
檗
が
南
泉
に
認
め
ら
れ
て
い
る
姿
は
描

か
れ
な
い
。
し
か
し
、『
伝
灯
録
』
以
降
、
黄
檗
の
評
価
は
向
上
す
る
。
こ
れ
は
、
黄
檗
と
南
泉
の
機
縁
に
付
さ
れ
る
著
語
、

評
唱
か
ら
も
理
解
出
来
る
。『
祖
堂
集
』
に
付
さ
れ
る
も
の
は
、
未
熟
な
黄
檗
に
代
わ
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
祖

堂
集
』
以
外
の
も
の
は
、
露
骨
に
黄
檗
を
称
賛
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
義
的
な
評
価
の
方
向
性
を
示
唆
す
る
。

　

こ
の
黄
檗
の
評
価
向
上
に
、
南
泉
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
論
に
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
様
に
黄
檗
の

評
価
向
上
の
為
、
改
変
利
用
さ
れ
た
百
丈
と
の
機
縁
と
比
べ
る
と
、
異
な
る
視
点
で
編
ま
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

本
論
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
黄
檗
と
南
泉
の
機
縁
の
数
は
、『
伝
灯
録
』
の
時
点
で
既
に
、
六
つ
と
出
そ
ろ
い
、
百
丈
と
の

そ
れ
よ
り
も
多
い
。
黄
檗
と
百
丈
の
機
縁
は
、『
祖
堂
集
』
に
収
録
さ
れ
る
も
の
は
一
つ
の
み
で
あ
り
、『
伝
灯
録
』
に
収
録
さ

れ
る
も
の
は
三
つ
。『
広
灯
録
』
に
到
り
五
つ
に
加
増
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
黄
檗
と
南
泉
の
機
縁
は
、『
広
灯
録
』
に
お
い
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て
南
泉
章
は
立
て
ら
れ
ず
、『
五
灯
会
元
』
の
も
の
は
、『
伝
灯
録
』
の
焼
き
直
し
で
あ
る
。
黄
檗
と
百
丈
の
機
縁
は
、『
広
灯

録
』
に
お
い
て
完
成
し
、『
五
灯
会
元
』
に
お
け
る
機
縁
は
、『
伝
灯
録
』
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
改
変
が
見
ら
れ
る
。

　

南
泉
を
黄
檗
の
評
価
向
上
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
史
伝
編
纂
に
あ
た
り
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、

師
弟
の
間
柄
か
ら
当
然
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
南
泉
で
は
な
く
、
百
丈
と
の
関
係
に
よ
り
黄
檗
の
評
価
を
高
め
よ
う
と
す

る
意
図
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
黄
檗
と
百
丈
の
機
縁
が
百
丈
を
飛
び
越
え
馬
祖
に
嗣
ぐ
と
い
う
作
意
の
元
、
馬
祖
の
正
系
な
ら

し
め
ん
が
為
に
改
変
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
黄
檗
と
南
泉
・
百
丈
と
の
機
縁
は
質
が
異
な
る
。
し
か
し
、
黄
檗
と
南
泉
の
機
縁
は
、
黄
檗
評
価
向
上
の
露

骨
な
作
為
が
行
わ
れ
る
前
か
ら
そ
の
数
は
確
定
し
、
黄
檗
が
南
泉
を
、
南
泉
が
黄
檗
を
そ
れ
ぞ
れ
評
す
る
話
が
二
つ
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
、
評
価
の
修
飾
と
は
関
係
な
く
、
黄
檗
と
南
泉
の
関
係
の
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る

こ
と
が
理
解
出
来
る
。
む
し
ろ
こ
れ
だ
け
見
れ
ば
、
黄
檗
と
南
泉
の
関
係
は
、『
伝
灯
録
』
の
時
点
で
百
丈
よ
り
も
密
で
あ
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
、『
伝
心
法
要
』
裴
休
序
の
「
西
堂
、
百
丈
之
法
姪
」
と
い
う
記
述
も
強
ち
誤
記
と
は
言
え
な
い
程
で
あ
る
。

　

ま
た
、
会
昌
の
廃
仏
の
後
、
黄
檗
は
裴
休
に
、
逃
れ
て
い
た
山
か
ら
、
宛
陵
（
安
徽
省
）
の
龍
隆
寺
に
請
わ
れ
た
。
こ
の
時
、

黄
檗
は
鍾
陵
、
黄
檗
山
付
近
（
江
西
省
）
に
逃
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
推
測
の
域
は
脱
し
得
な
い
が
、
黄
檗
は
南
泉
下
で
過

ご
し
て
お
り
、
そ
の
縁
に
よ
り
池
州
、
宣
州
辺
（
安
徽
省
）
に
逃
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
裴
休
は
黄
檗
を
宛
陵
に
招
来
し

得
た
。
と
、
両
者
の
関
係
か
ら
こ
の
よ
う
に
推
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

以
上
の
評
価
、
仮
説
は
飛
躍
し
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
論
考
を
通
じ
、
少
な
く
と
も
、
現
在
為
さ
れ
て
い
る

黄
檗
と
南
泉
の
関
係
を
見
直
し
検
討
す
る
必
要
が
、
十
二
分
に
あ
る
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
今
後
こ
の
問
題
に
対
し

て
、
よ
り
詳
細
な
史
料
研
究
と
合
わ
せ
、
思
想
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
灯
史
の
編
纂
さ
れ
た
時
代
背
景
、

両
者
の
周
辺
か
ら
考
察
す
る
こ
と
も
課
題
と
す
る
。
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注（
1
）　

須
山
長
治
「
黄
檗
希
運
の
語
録 

百
丈
懐
海
と
の
機
縁
」『
印
度
学
仏

教
学
研
究
』（
三
三
─
二
）
一
九
八
五
年
。
柳
田
聖
山
「
黄
檗
希
運
と
裴

休
の
『
伝
心
法
要
序
』」・「
四
家
録
と
五
家
録
」『
禅
文
献
の
研
究
・

上
』
所
収
、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
。
拙
稿
「
黄
檗
希
運
の
嗣
法
に
つ

い
て
」『
禅
学
研
究
』（
八
八
）
二
〇
一
〇
年
。
拙
稿
「
黄
檗
希
運
と
会

昌
の
廃
仏
」『
禅
学
研
究
』（
九
〇
）
二
〇
一
二
年

（
2
）　

原
田
憲
雄
「
南
泉
斬
猫
」『
京
都
女
子
大
学
人
文
論
叢
』（
二
三
）
一

九
七
四
年
。
原
田
弘
道
「
仏
行
と
罪
相
─
─
「
南
泉
斬
猫
」
話
を
資
縁

と
し
て
─
─
」『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』（
一
七
）
一
九
八
六
年
。

沖
本
克
己
「
異
類
に
つ
い
て
」『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』（
一
五
）
一
九

八
八
年
。
沖
本
克
己
「
南
泉
斬
猫
」
花
園
大
学
研
究
紀
要
（
二
一
）
一

九
九
〇
年
。
新
井
勝
竜
「
異
類
中
行
に
つ
い
て
」『
宗
学
研
究
』（
三

四
）
一
九
九
二
年
。
唐
代
語
録
研
究
会
第
二
班
注
「「
南
泉
語
要
」
第

一
則
上
堂
訳
注
」『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』（
一
九
）
一
九
九
三
年
。
常

磐
義
伸
「
南
泉
の
異
類
中
行
と
楞
伽
経
の
兎
角
牛
角
」『
松
ヶ
岡
文
庫

研
究
年
報
』（
二
五
）
二
〇
一
一
年
。

　
　
　

こ
の
他
に
、
趙
州
・
臨
済
の
思
想
と
の
関
係
か
ら
論
じ
ら
れ
た
論
考

と
し
て
、
平
野
宗
浄
「
南
泉
と
趙
州
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』（
二
〇

─
一
）
一
九
七
一
年
。
同
「
南
泉
と
臨
済
─
─
自
由
と
い
う
言
葉
を
め

ぐ
っ
て
─
─
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』（
二
三
─
一
）
一
九
七
四
年
。

が
あ
る
。

（
3
）　

注（
1
）に
記
載
さ
れ
る
論
考
参
看

（
4
）　

元
版
大
蔵
経
『
伝
灯
録
』
巻
九
末
尾
に
収
録
さ
れ
る
『
伝
心
法
要
』

の
み
「
百
丈
之
子
、
西
堂
之
姪
」
と
す
る
。
大
正
大
蔵
経
『
伝
灯
録
』

の
『
伝
心
法
要
』
は
こ
れ
に
よ
っ
た
も
の
。
こ
れ
以
外
の
テ
キ
ス
ト
は

全
て
「
西
堂
百
丈
之
法
姪
」
と
さ
れ
る
。

（
5
）　

宋
本
『
伝
灯
録
』
巻
六
、
百
丈
章
に
馬
祖
下
の
筆
頭
、
西
堂
と
百
丈

略
号
・
略
記

本
稿
で
使
用
し
た
、
テ
キ
ス
ト
と
略
号
を
次
に
挙
げ
る
。

『
祖
堂
集
』‖

禅
文
化
研
究
所
編
『
祖
堂
集
』
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
四
年
（
大
韓
民
国
海
印
寺
蔵
）

『
景
徳
伝
灯
録
』‖

禅
文
化
研
究
所
編
『
景
徳
伝
灯
録
』
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
（
東
寺
蔵
福
州
東
禅
寺
版
）
本
稿
中
で
は
『
伝
灯
録
』
と
略
記
す
る
。

『
天
聖
広
灯
録
』‖

柳
田
聖
山
編
『
宋
蔵
遺
珍　

宝
林
伝
・
伝
灯
玉
英
集
、
附
録
・
天
聖
広
灯
録
』
禅
学
叢
書
之
五
、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
五
年
（
知
恩
院

蔵
福
州
開
元
寺
版
）
本
稿
中
で
は
『
広
灯
録
』
と
略
記
す
る
。

『
宗
門
統
要
集
』‖
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
編
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
一
巻
収
録
『
宗
門
統
要
集
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
三
年
（
東
福
寺
蔵
宋
版
）
本
稿
中
で
は

『
宗
門
統
要
』
と
略
記
す
る
。

以
上
を
使
用
し
（　

）
内
に
頁
数
を
記
す
。
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他
の
同
参
の
者
よ
り
両
者
が
絡
む
話
が
多
く
見
ら
れ
る
。

（
12
）　

自
ら
の
下
に
参
じ
た
者
以
外
の
機
縁
の
話
は
管
見
の
限
り
南
陽
慧
忠

（
～
七
七
五
）、
魯
祖
宝
雲
（
生
没
年
未
詳
）、
東
寺
如
会
（
生
没
年
未
詳
）、

泐
潭
常
興
（
生
没
年
未
詳
）、
百
丈
惟
政
（
生
没
年
未
詳
）
が
残
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
ど
れ
も
正
確
に
訪
れ
た
と
は
確
定
し
難
い
。「
南
泉
一

円
相
」
と
し
て
『
碧
巌
録
』
六
九
則
（T

. 48, 019�8c

～19�9�a

）
に
も
収
録

さ
れ
る
南
泉
、
帰
宗
、
麻
谷
が
慧
忠
を
訪
れ
よ
う
と
す
る
話
が
あ
る
が
、

慧
忠
の
没
年
は
七
七
五
年
で
あ
り
、
ま
だ
南
泉
は
具
足
戒
を
受
け
て
い

な
い
。
ま
た
、
結
局
訪
れ
な
か
っ
た
は
ず
の
南
泉
が
慧
忠
を
訪
ね
対
話

す
る
話
も
残
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
東
寺
如
会
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で

あ
り
、
収
録
時
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
魯
祖
・
東
寺
は

南
泉
と
同
じ
く
馬
祖
下
の
禅
者
で
あ
り
、
こ
れ
は
行
脚
に
よ
り
両
人
を

訪
ね
た
の
か
、
馬
祖
下
で
の
話
で
あ
る
の
か
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

泐
潭
と
の
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
一
四
に
収
録
さ
れ
る
魯
祖
の
話
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
問
わ
れ
れ
ば
「
面
壁
」
す
る
の
は
魯
祖
の
手
段
で
あ
り

編
集
時
に
間
違
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
百
丈
惟
政
と
の
話

は
、
百
丈
惟
政
自
身
が
惟
政
、
涅
槃
、
法
正
、
が
別
人
で
あ
る
の
か
、

同
一
人
物
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
馬
祖
下
、
百
丈
下
ど
ち
ら
で
あ
る
か

の
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
鈴
木
哲
雄
『
唐
五
代
の

禅
宗
─
─
湖
南
江
西
篇
─
─
』
大
東
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、
一
四
三

頁
～
一
四
四
頁
に
詳
し
い
。
こ
の
点
を
除
い
て
も
、
こ
の
問
答
自
体
疑

わ
し
い
点
が
多
い
。

（
13
）　
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
一
（T

. 50, 775a

）

　
　
　

貞
元
十
一
年
拄
錫
池
陽
南
泉
山
。
堙
谷
刊
木
以
構
禪
宇
簔
笠
飯
牛
溷

が
馬
祖
と
月
を
愛
で
る
因
縁
話
で
「
経
入
（
智
）
蔵
、
禅
歸
（
懐
）
海
」

と
馬
祖
が
二
人
を
認
め
る
。
し
か
し
、『
広
灯
録
』
巻
八
、
百
丈
章

（408b

）
等
で
は
こ
れ
に
南
泉
が
加
え
ら
れ
「
唯
有
普
願
獨
處
物
外
」

と
三
大
士
角
立
の
話
に
改
変
さ
れ
る
。
南
泉
の
み
「
普
願
」
と
さ
れ
明

ら
か
に
違
和
感
が
あ
る
。
尚
、
本
稿
で
使
用
す
る
東
禅
寺
版
『
伝
灯

録
』
で
は
三
大
士
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）　

柳
田
、
前
掲
書
、
二
七
三
～
二
七
四
頁
。

（
7
）　
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
一
（T

. 50, 775a

）
で
は
「
大
隈
山
」

（
8
）　
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
一
（T

. 50, 775a

）
に
記
載
が
あ
り
、
嵩
山
会
善

寺
は
河
南
省
鄭
州
市
登
封
市
嵩
山
に
位
置
す
る
。『
大
明
一
統
志
』
巻

二
九
。
も
と
は
後
魏
の
孝
文
帝
の
離
宮
で
あ
り
、
開
皇
年
中
（
五
八
一

～
六
〇
〇
）
に
会
善
寺
の
名
を
賜
っ
た
と
さ
れ
る
。
弘
忍
門
下
の
慧
安
・

浄
蔵
が
住
し
た
。
趙
州
も
こ
の
戒
壇
で
受
戒
し
た
。『
伝
灯
録
』
等
で

は
「
嵩
嶽
」
の
み
。
暠
律
師
に
つ
い
て
『
宋
高
僧
伝
』
の
み
に
記
載
が

あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

（
9�
）　
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
一
（T
. 50, 775a

）「
抉
中
百
門
観
之
關
鑰
、
領
玄

機
於
疏
論
之
外
（
中
百
門
観
の
関
鑰
を
抉え
ぐ

る
も
、
玄
機
を
疏
論
の
外
に

領
す
）」
他
の
資
料
『
伝
灯
録
』
巻
八
（117a

）
等
で
は
「
入
中
百
門
、

精
練
玄
機
（
中
百
門
に
入
り
、
玄
機
を
精
練
す
）」
と
た
だ
学
究
に
勤
め
た

旨
が
記
さ
れ
る
。

（
10
）　
『
大
明
一
統
志
』
巻
四
九
。『
江
西
通
志
』
巻
一
一
一
。
宋
代
に
は
能

仁
寺
、
明
代
に
は
永
寧
寺
、
清
代
に
は
祐
清
寺
と
呼
ば
れ
た
。

（
11
）　
『
祖
堂
集
』
巻
一
五
、
帰
宗
章
（572

）「
師
久
與
南
泉
同
道
神
彩
奇

異
」
同
巻
一
六
、
南
泉
章
（59�3

）「
師
與
歸
宗
同
行
二
十
年
」
と
あ
る
。
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于
牧
童
、
斫
山
畬
田
種
食
以
饒
。
足
不
下
南
泉
三
十
年
矣
（
貞
元
十
一
年
、

錫
を
池
陽
南
泉
山
に
拄
く
。
谷
を
堙
め
木
を
刊
り
て
以
っ
て
禅
宇
を
構
え
簔
笠

に
し
て
牛
を
飯
い
牧
童
に
溷
り
、
山
を
斫
り
田
を
畬
き
種
食
、
以
っ
て
饒
る
。
足
、

南
泉
を
下
ら
ざ
る
こ
と
三
十
年
）

（
14
）　
『
旧
唐
書
』
一
六
二
巻
列
伝
一
一
二
、『
祖
堂
集
』
巻
一
八
、『
伝
灯

録
』
巻
一
〇
等
独
立
の
章
を
立
て
ら
れ
る
。

（
15
）　
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
一
（T

. 50, 775a

）

（
16
）　
『
興
隆
仏
法
編
年
通
論
』
太
和
五
年
。『
仏
祖
歴
代
通
載
』
太
和
九
年
。

『
禅
灯
世
譜
』
太
和
一
二
年

（
17
）　

入
矢
義
高
・
訳
注　

柳
田
聖
山
・
解
説
『
伝
心
法
要
・
宛
陵
録
』

『
禅
の
語
録
八
』
筑
摩
書
房
一
九
六
九
年
、
一
六
四
頁
、「
か
り
に
潙

山
霊
祐
と
同
年
輩
と
推
定
す
れ
ば
、
大
暦
・
建
中
の
こ
ろ
（
七
六
六
～

七
八
三
）
の
出
生
と
な
る
。」

（
18
）　

現
在
の
福
建
省
福
州
市
福
清
市
、『
大
清
一
統
志
』
巻
三
二
五
、『
福

建
通
志
』
巻
六
一
。
開
創
は
貞
元
五
年
（
七
八
九
）、
慧
能
の
弟
子 

正

幹
（
生
没
年
未
詳
）
が
般
若
堂
と
称
し
た
も
の
が
初
め
と
さ
れ
る
。
そ

の
八
年
後
貞
元
一
三
年
（
七
九
七
）
建
福
寺
と
号
し
た
。『
宋
高
僧
伝
』

巻
二
〇
で
は
「
投
高
安
黄
檗
山
寺
出
家
」
と
誤
り
が
見
ら
れ
る

（
19�
）　
『
伝
灯
録
』
巻
九
（136b

）
で
は
、
た
だ
「
因
人
啓
発
」
と
さ
れ
る
。

（
20
）　
『
祖
堂
集
』
巻
一
六
（612

）「
後
人
伝
説
、
此
婆
少
年
曽
参
見
忠
国

師
也
（
後
人
伝
説
す
ら
く
、
此
の
婆
少
年
に
し
て
曽
っ
て
忠
国
師
に
参
見
せ
り

と
）」

（
21
）　
『
祖
堂
集
』
巻
一
七
（718

）
臨
済
章
に
の
み
馬
祖
の
下
に
参
じ
た
と

い
う
記
述
が
あ
る
。

（
22
）　

四
庫
全
書
本
『
江
西
通
志
』
巻
八
「
黄
檗
山
在
新
昌
県
西
一
百
里
、

山
之
絶
頂
有
寺
曰
鷲
峰
（
黄
檗
山
は
新
昌
県
、
西
の
か
た
一
百
里
に
在
り
、

山
の
絶
頂
に
寺
有
り
て
『
鷲
峰
』
と
曰
う
）」

（
23
）　

会
昌
二
年
（
八
四
二
）
に
「
予
会
昌
二
年
、
廉
于
鍾
陵
、
自
山
迎
至

州
、
憇
龍
興
寺
、
旦
夕
問
道
」
と
『
伝
心
法
要
』
序
に
記
さ
れ
る
よ
う

に
、
裴
休
と
出
会
い
黄
檗
山
か
ら
龍
興
寺
へ
移
っ
た
と
さ
れ
る
。
裴
休

と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
二
〇
一
一
年
、
参
看

（
24
）　
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
七
（T

. 50, 817c

）
楚
南
章

（
25
）　
『
江
南
通
志
』
巻
一
七
五
、
に
も
「
大
中
三
年
裴
休
知
宣
州
、
迎
居

開
元
寺
受
法
、
創
広
教
寺
於
敬
亭
南
麓
（
大
中
三
年
、
裴
休
は
宣
州
を
知お
さ

め
、

迎
え
て
開
元
寺
に
居
せ
し
め
受
法
し
。
広
教
寺
を
敬
亭
の
南
麓
に
創
る
）」
と

あ
る
。

（
26
）　
『
伝
灯
録
』
巻
九
（138a

）
黄
檗
章
等

（
27
）　
『
宋
高
僧
伝
』（T

. 50, 842c

）『
景
徳
伝
灯
録
』（138a

）、『
広
灯
録
』

（418b

）、『
五
灯
会
元
』（Z. 138, 123a

）、
等
は
大
中
年
間
（
八
四
七
～

八
五
九
）
に
示
寂
し
た
と
す
る
。『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』（Z. 130, 679�b

） 

は
大
中
四
年
（
八
五
〇
）、『
歴
代
編
年
釈
氏
通
鑑
』（Z. 131, 9�73b

）、『
釈

氏
稽
古
略
』（T

. 49�, 839�a

）、『
仏
祖
綱
目
』（Z. 146, 552b

）
は
、
大
中

四
年
（
八
五
〇
）
八
月
、『
仏
祖
統
紀
』（T

. 49�, 388b

）
は
、
大
中
九
年

（
八
五
五
）、『
宗
統
編
年
』（Z. 147, 184b

）
は
、
戊
辰
二
年
、
即
ち
大

中
二
年
（
八
四
八
）、『
仏
祖
歴
代
通
載
』（T

. 49�, 638c

）
は
「
大
中
三
年

終
於
黄
檗
」（
八
四
九
）
と
す
る
。

（
28
）　
『
伝
灯
録
』
巻
一
一
（19�0a. b

同
様
）
如
敏
章
『
宗
門
統
要
』
巻
四

（9�0a

）
黄
檗
章
等
で
は
、
本
稿
「
三
」
で
考
察
す
る
南
泉
と
黄
檗
の
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機
縁
に
対
す
る
潙
山
の
著
語
と
し
て
も
こ
の
語
が
使
わ
れ
る
。

（
29�
）　
『
祖
堂
集
』
巻
一
一
（418

）
保
福
章
。
同
、
巻
一
五
（570

）
東
寺
章

（
30
）　
『
宗
門
聯
灯
会
要
』
巻
三
（Z. 79�, 34c

）、
慧
忠
章
で
は
「
洎
不
到
和

尚
此
間
」。
慧
忠
と
南
泉
の
機
縁
は
明
ら
か
に
東
寺
の
も
の
と
同
じ
で

あ
り
、
作
為
的
な
移
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
31
）　

黄
檗
章
の
履
歴
を
述
べ
る
項
に
は
、
そ
の
偉
丈
夫
な
様
に
つ
い
て
の

記
載
が
見
ら
れ
る
。

（
32
）　

こ
れ
は
『
五
灯
会
元
』
巻
四
（Z. 138, 88a

）
黄
檗
章
等
で
黄
檗
が
百

丈
に
初
め
て
参
じ
た
時
に
為
し
た
問
答
に
付
さ
れ
る
「
巍
巍
堂
堂
」
と

い
う
修
飾
語
に
通
ず
る
。
こ
の
語
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
身
長
の
み

な
ら
ず
堂
々
た
る
禅
機
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
33
）　
『
伝
灯
録
』
巻
一
二
、
慧
林
鴻
究
章
、
同
巻
二
八
、
荷
沢
神
会
大
師

語
・
薬
山
惟
儼
和
尚
語
、
等
に
そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
る
。

（
34
）　

入
矢
義
高 

監
修 

伝
灯
録
研
究
会 

編
『
伝
灯
録
』（
三
）
禅
文
化
研

究
所
、
一
九
九
三
年
、
一
一
八
頁

（
35
）　
『
古
尊
宿
語
録
』
巻
二
一
（Z. 118, 141b

）
舒
州
白
雲
山
海
会
法
演
和

尚
語
録
に
「
若
人
於
此
見
得
、
日
銷
萬
兩
黃
金
。
其
或
未
然
、
草
鞋
錢

教
什
麽
人
還
（
若
し
人
、
此
に
見
得
せ
ば
、
日
に
万
両
の
黃
金
を
銷
す
。
其
れ

或
は
未
だ
然
ら
ず
ん
ば
、
草
鞋
銭
は
什
麽
の
人
を
し
て
還
わ
し
め
ん
）」
と
あ
る
。

（
36
）　

道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
第
三
、「
仏
性
」
に
も
こ
の
立
場
で
詳
し
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
37
）　

前
掲
拙
稿
二
〇
一
〇
年
、
参
看
。

（
38
）　

こ
の
一
喝
で
あ
る
が
、『
臨
済
録
』
行
録
（T

. 47, 505a

）
に
も
収
録

さ
れ
る
黄
檗
と
臨
済
の
応
酬
に
入
る
維
那
の
語
、「
維
那
近
前
扶
云
、

和
尚
爭
容
得
這
風
顛
漢
無
禮
。
黄
蘗
纔
起
便
打
維
那
（
維
那
、
近
前
し
て

扶
け
て
云
く
、『
和
尚
、
争
か
這
の
風
顛
漢
の
無
礼
を
容
し
得
ん
』。
黄
蘗
纔
か

に
起
つ
や
便
ち
維
那
を
打
つ
）」
と
通
ず
る
。
こ
の
場
合
、
黄
檗
は
そ
の

言
を
発
し
た
維
那
を
打
つ
。

（
39�
）　

こ
の
他
に
も
、『
宗
門
統
要
』
巻
四
（81b

）
甘
贄
行
者
章
に
収
録
さ

れ
る
話
に
お
い
て
も
黄
檗
が
南
泉
下
で
首
座
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

る
。
尚
、『
伝
灯
録
』
甘
贄
章
で
は
同
話
の
人
物
は
た
だ
「
上
座
」
と

さ
れ
て
い
る
。

（
40
）　

古
賀
英
彦
『
訓
注
祖
堂
集
』「
研
究
報
告
」
第
八
冊
、
花
園
大
学
国

際
禅
学
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
、
六
五
五
頁
「
両
者
は
龐
居
士
の
一
件

を
前
提
に
し
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
い
」
入
矢
義
高
『
龐
居
士
語
録
』

禅
の
語
録
七
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
、
一
一
四
頁
～
一
一
九
頁
。

（
41
）　
『
伝
心
法
要
』
中
で
も
分
別
の
否
定
に
つ
い
て
「
不
曾
生
、
不
曾
滅
、

不
青
不
黄
、
無
形
無
相
…
」
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
青
と
黄
を

全
て
の
「
色
」
の
代
表
と
す
る
こ
と
は
唐
代
禅
者
の
常
套
の
手
法
で
あ

る
。

（
42
）　
『
伝
灯
録
』
で
は
何
を
扣
い
た
の
か
具
体
的
な
語
は
な
い
が
、
他
の

資
料
で
は
「
師
扣
刀
三
下
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
43
）　
『
五
灯
会
元
』
巻
四
（Z. 138, 9�2b

）
黄
檗
章
に
黄
檗
が
刀
を
三
度
扣

い
た
と
い
う
記
述
の
後
に
「
泉
曰
、
大
家
擇
菜
去
」
と
加
え
ら
れ
る
。

ま
た
、『
伝
灯
録
』
宋
本
・
高
麗
版
本
共
に
南
泉
の
「
只
解
作
賓
。
不

解
作
主
」
と
い
う
語
が
無
く
、
代
わ
り
に
「
大
家
択
菜
去
」
と
さ
れ
、

黄
檗
が
刀
を
三
度
扣
く
記
述
も
な
い
。
南
泉
は
黄
檗
が
「
挙
起
刀
子
」

し
た
そ
れ
の
み
で
認
め
た
と
取
る
こ
と
も
出
来
、
ま
た
黄
檗
を
突
き
放
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し
た
と
も
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
他
の
機
縁
の
話
の
『
伝
灯

録
』
で
の
評
価
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
前
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
44
）　
『
祖
堂
集
』
巻
一
六
（589�

）
南
泉
章
に
大
衆
へ
の
言
葉
、『
伝
灯
録
』

巻
八
（120b

）
南
泉
章
等
に
収
録
さ
れ
る
陸
亘
と
の
問
答
で
も
同
じ
く

「
王
老
師
罪
過
」
で
締
め
ら
れ
る
話
が
あ
る
。

（
45
）　
『
宗
門
統
要
』
巻
四
（9�1a

）
黄
檗
章
に
「
師
云
、
可
惜
許
」
と
あ
り
、

黄
檗
の
発
言
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
誤
り
で
あ
る
。

（
46
）　

入
矢
、
一
九
九
三
年
前
掲
書
、
で
は
「
惜
し
い
！
」
と
い
う
の
は
そ

の
問
い
が
こ
ち
ら
か
ら
の
誘
い
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
惜
し
む
の
で
あ
ろ
う
」（
一
一
七
頁
）
と
黄
檗
の
見
処
を
部
分
的

に
賛
じ
て
の
句
と
し
て
い
る
。

（
47
）　
「
羯
鼓
掉
鞭
牛
豹
跳
。
遠
村
梅
樹
觜
嚧
都
（
羯
鼓
、
鞭
を
掉
る
い
牛
、
豹

の
ご
と
く
跳
る
。
遠
村
の
梅
樹
、
觜し

嚧ろ

都と

）」
と
酬
和
し
て
い
る
。

（
48
）　

そ
れ
ぞ
れ
『
祖
堂
集
』
巻
一
六
、
南
泉
章
（602

～603

）
黄
檗
章

（616

～617

）
に
記
載
さ
れ
る
。

（
49�
）　

黄
檗
と
百
丈
の
機
縁
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
二
〇
一
〇
年
、
参
看
。




